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このマニュアルでは、Oracle WebLogic Server管理コンソールを拡張し、ルック・アンド・フィールを変更しおよびコンソール拡張機能のヘルプの追加する方法について説明します。
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このマニュアルでは次の表記規則を使用します。
規則 | 意味 |
---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
斜体 | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。 |
| 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
管理コンソールを拡張すると、WebLogic Serverにインストールされているファイルを修正することなく、WebLogic Server管理コンソールのコンテンツを追加または置換したり、ロゴ、スタイル、色を変更したりできます。たとえば、カスタマイズされたアプリケーション・モニター機能や管理機能を備えたコンテンツを追加できます。
管理コンソールは、WebLogic Portalフレームワーク、Apache Beehive、Apache Struts、Java Server Page (JSP)、および他の標準技術を使用してユーザー・インタフェース(UI)とコンテンツを表示するJava EE Webアプリケーションです。WebLogic Portalフレームワークは、拡張を有効にするためにも使用します。
注意: 監視ダッシュボードは他の管理コンソールと異なる方法で実装されているので、同じ方法では拡張できません。ただし、新しいビューとチャートを作成できます。詳細は、『Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使用』の監視ダッシュボードの使用に関する項を参照してください。第5章「管理コンソールのリブランディング」の説明に従って、管理コンソールのスタイルに対して行われた、いくつかの変更が監視ダッシュボードに適用されています。 |
以下の節では、このガイド『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server管理コンソールの拡張』の内容と構成について説明します。
このドキュメントは、WebLogic Serverを自社の製品に組み込む(またはリブランディングする)ソフトウェア・ベンダー、セキュリティ・プロバイダなどのリソースを開発してWebLogic Serverの機能を拡張するソフトウェア・ベンダー、およびアプリケーションにカスタマイズされたモニター機能や構成機能を追加するJava EEアプリケーション開発者を対象としています。
このドキュメントは、Java、JavaServer Pages、およびApache StrutsまたはApache Beehiveを使用したJava EE Webアプリケーションの開発に精通している読者を対象としています。このドキュメントでは、限定的でありながら有用な管理コンソール拡張を開発するための実践的な方法を重点的に扱います。管理コンソール拡張をより広範な管理上の問題に適用するには、「関連ドキュメント」に挙げるドキュメントを参照してください。
管理コンソールではWebLogic Portalフレームワークを使用してユーザー・インタフェースを表示するため、管理コンソールを拡張する工程は既存のWebLogic Portalアプリケーションを作成したり編集したりする工程に似ています。WebLogic Portalフレームワークについては、以下のドキュメントを参照してください。
JavaServer Pageについては、「JavaServer Pages Technology」(http://www.oracle.com/technetwork/java/javaee/jsp/index.html
)を参照してください。
Apache Strutsについては、「The Apache Struts Web Application Framework」(http://struts.apache.org/
)を参照してください。
Apache Beehiveの詳細は、http://beehive.apache.org/
を参照してください。
このリリースで導入された新しいWebLogic Server機能の包括的なリストは、「Oracle WebLogic Serverの新機能」を参照してください。
この章では、WebLogic Server管理コンソール拡張について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
管理コンソール拡張は、一連のWebLogic Portal Webアプリケーションのリソースを格納するWARファイルです。拡張をデプロイすると、拡張WARファイル内のファイルとディレクトリをもとに、管理コンソールのWARファイル内にファイルとディレクトリのインメモリー・ユニオンが作成されます。デプロイした拡張は管理コンソールの完全なメンバーになります。この拡張はWebLogic Serverのセキュリティ・レルムによって保護され、管理コンソールの他のセクションへの移動が可能で、拡張によってWebLogic Serverのリソースが変更される場合には変更制御プロセスに関与します。
最も単純な拡張は管理コンソールのホーム・ページ(デスクトップ)にコンテンツを追加するものです。そのような拡張のWARファイルには以下のものが含まれています。
netuix-extension.xml
と呼ばれる管理コンソール拡張記述子ファイル。UI内での拡張の表示位置を記述します。 より複雑な拡張のWARファイルには、以下のような追加のリソースを含めることができます。
注意: 管理コンソールでは、WSRPポートレットやJSR 168ベースのポートレットはサポートされません。 |
WebLogic Portalフレームワークは、UIを表示するための基本的なサポートを提供します。正規のWebLogic Portal製品は、フレームワークと追加機能(パーソナライズ、対話管理、コンテンツ管理、エンド・ユーザーがポータル・デスクトップをカスタマイズするための機能など)を提供します。
WebLogic Serverがある場合は、WebLogic Portalフレームワークを使用して管理コンソール拡張を作成できます。開発したWebアプリケーションでポータル・インタフェースを提供する必要がある場合は、WebLogic Portal製品を使用してください。
拡張ポイントとは、コンテンツを追加または置換できる管理コンソールのUI内の場所のことです。管理コンソールのUIは、UIコントロールと呼ばれるWebLogic Portalコンポーネントのグループごとに表示されます。コントロールの各グループはUIの特定の部分の表示を担当します。たとえば、あるグループは、ユーザーが管理コンソールへログインした後に2列のレイアウトを表示します。別のグループは、タブ付きインタフェース内の個別のタブを表示します。
管理コンソールではUIコントロールの多くにユニークなラベルが付いており、ラベル付きの各コントロールは拡張ポイントとなります。WebLogic Server JSPタグでこれらのラベルを使用して、リクエストを特定のUIコントロールに転送することもできます。ラベルで特定できないUIコントロールは、拡張したりリクエストを転送したりできません。その場合は、ラベル付きの祖先コントロールまたは子コントロールと対話する必要があります。
アプリケーションのUIコントロールは、ポータル・ブック・ファイル(.book
ファイル)と呼ばれるXMLファイル内に定義されます。このXMLファイルのスキーマではUIコントロールの階層を指定します。UIコントロールの中には階層内の複数のレベルで使用できるものもあります。以下のリストでは、拡張の開発時に最もよく使用されるUIコントロールの種類について説明します(図2-1を参照)。
UIコントロール階層の最上位レベルです。管理コンソールおよび最上位のブック・コントロールのルック・アンド・フィールを格納します。
画像、カスケーディング・スタイル・シート、XMLファイル、およびその他のファイル・タイプを集めたもので、これによってポータル・アプリケーションの外観を制御します。
ページのセットや他のブックを集約します。集約したページやブックの間を移動するためのメニュー・コントロールを含めることもできます。管理コンソールの多くのブックはこのメニュー・コントロールを使用してタブを表示します(ドメインの「構成:全般」タブなど)。
レイアウト、ポートレット、またはブックが含まれています。
UI内のグリッドを定義します。グリッド内の各列はプレースホルダーと呼ばれ、各プレースホルダーでゼロ個以上のポートレットやブックをホストできます。
管理コンソール内のほとんどのページでは単一列のレイアウトが使用されていますが、トップ・ページの1つでは2列のレイアウトを使用して、左の列にチェンジ・センターやドメイン構造などのポートレットを表示し、右の列にタブ付きインタフェースを表示しています。
表示する静的および動的なコンテンツを定義します。管理コンソールには、JSPファイルを含むポートレットや、Struts Action
またはBeehiveページ・フローに転送するポートレットを追加できます。
UIコントロールのスキーマの詳細は、「Portal Support Schema Reference」を参照してください。
注意: 図2-1では、簡潔にするため、階層内の中間的なコントロールは一部省略しました。たとえば、ブック・コントロールにページ・コントロールが直接含まれることはありません。かわりに、ブックにはコンテンツというコントロールが含まれ、コンテンツ・コントロールにはページ・コントロールが含まれます。 |
以下の節では、管理コンソールの拡張ポイントについて説明します。
WebLogic Portal Webアプリケーションには必ず1つ以上のデスクトップ・コントロールが必要ですが、管理コンソールでサポートされるのは1つのみです。デスクトップ・コントロールのラベルはdefaultDesktopLabel
(図2-2を参照)です。
管理コンソールのこのレベルでサポートされる拡張の種類はルック・アンド・フィール拡張のみです。ルック・アンド・フィールはOracleのロゴ、色、およびフォントを置換します。第5章「管理コンソールのリブランディング」を参照してください。
Homeブックを置換したり、デスクトップに他のコントロールを追加することはできません。
管理コンソールのルック・アンド・フィールでは、フォントと色、Oracleロゴ、ポータル・コンポーネントのレイアウト、およびナビゲーション・メニューを定義します。
注意: 管理コンソールではWebLogic Portalフレームワークのみを使用するため、ルック・アンド・フィールは1つしかサポートされません。Oracle WebLogic Portal製品で利用可能なすべての機能を使用するポータル・アプリケーションであれば、ユーザーやグループのIDごとにパーソナライズされた複数のルック・アンド・フィールをサポートできます。 |
会社のロゴ、フォント、カラー・スキームを含む単純なルック・アンド・フィールの拡張を作成するには、WebLogic Serverに含まれているサンプルのルック・アンド・フィールのロゴやカスケーディング・スタイル・シート(CSS)定義を置き換えます。ポータル・コンポーネントやナビゲーション・メニューのレイアウトを変更するなど、WebLogic Serverルック・アンド・フィールに複雑な変更を加える場合は、WebLogic Portalルック・アンド・フィールに関してより高度な知識が必要になります。Oracle Workshop for WebLogic Platform 9.2以降がある場合は、ルック・アンド・フィール・エディタを使用してこうした複雑な変更を加えられます。ルック・アンド・フィールの詳細は、『Oracle WebLogic Portalポータル開発ガイド』のルック・アンド・フィールの機能を使用したユーザー・インタフェース開発」を参照してください。
管理コンソールの最上位のブックは、ラベルHome
で識別されます。この最上位のブックには、すべての管理コンソールコンテンツが属す1つのページ(ラベルpage
)が含まれます(図2-3を参照)。
page
ページでは、2列のレイアウトが使用されています。左の列(レイアウト・ロケーション0)には、管理コンソールを使用する際に不可欠なサービスを提供するポートレットが含まれています。右の列(レイアウト・ロケーション1)には、以下が含まれています。
ContentBook
という名前のブック。「ContentBook」を参照してください。 ContentBook
は、40を超えるページを含むブックですが(図2-4を参照)、一度に1つのページのみを表示します。管理コンソール全体のナビゲーション・コントロールによって、どのページを表示するかが決まります。
図2-4では、CoreDomainBook
というページにCoreDomainConfigGeneralBook
というブックが含まれています。CoreDomainConfigGeneralBook
には6つの子ブックと、子ブックごとのタブ(「構成」、「モニター」、「制御」、「セキュリティ」、「Webサービス・セキュリティ」、「ノート」)を表示するsingleLevelMenu
という特別なUIコントロールが含まれています。各子ブック(DomainconfigTabPage
など)には、複数の子ページ・コントロールとsingleLevelMenu
コントロールが含まれています。ルック・アンド・フィールは、singleLevelMenu
コントロールに、このレベルのページ・コントロール用のサブタブ(「全般」、「JTA」、「EJB」、「Webアプリケーション」、「SNMP」、「ロギング」、「ログ・フィルタ」)を生成させます。
コンテンツ固有のブックには、子ブック用のタブ付きインタフェースを表示しないものもあります。図2-5にタブ付き インタフェース を表示しないServerBook
を示します。
ContentBook
内での最も単純な拡張は、コンテンツ固有のブックに子ブックを追加してタブを作成したり、子ページを追加してサブタブを作成したりすることです。「 UIコントロールの定義(オプション)」を参照してください。
図2-6に、管理コンソールのラベル付きUIコントロールの最上位を示します。すべてのコンテンツ固有ブックを含むラベル付きの全UIコントロールのリストを見るには、 UIコントロール・ラベルを表示するための環境設定の構成の説明に従って、管理コンソールですべてのコンソール拡張ポイントを表示できます。
Oracleでは、表、データ入力ボックス、ボタンなどのUI機能の表示に使用できるJSPテンプレートとタグ・ライブラリを提供しています。JSPテンプレートの詳細は、「WebLogic ServerのJSPテンプレート」を参照してください。
管理コンソールでは、管理コンソール拡張で使用できる独自のタグ・ライブラリ(console-html.tld
)が用意されています。管理コンソール自体が使用する、標準のサード・パーティのタグ・ライブラリに対する実行時サポートも提供されます。
これらのサード・パーティのJSPタグ・ライブラリをJSPにインポートするには、あらかじめ定義された絶対URIを使用する必要があります。管理コンソールのweb.xml
ファイルでは、これらのURIを、インストールされているWebLogic Server内部のタグ・ライブラリにマップします。このマッピング機能によって、ユーザーがJSPを変更しなくても、タグ・ライブラリのインストール・ディレクトリが認識されます。
表2-1に、管理コンソールが実行時サポートを提供するタグ・ライブラリと、JSPへインポートするためのURIを示します。
これらのライブラリの開発サポートが必要な場合(たとえば、JSPタグのコード補完を提供する統合開発環境を使用する場合)は、これらのタグが含まれるように開発環境を構成する必要があります。
注意: カスタム・タグ・ライブラリを作成したり、付加的なタグ・ライブラリを使用したりできますが、カスタム・タグ・ライブラリで必要となるすべてのサポート・ファイルを拡張WARファイルに含める必要があります。『Oracle WebLogic Server JSPタグ拡張のプログラミング』を参照してください。 |
表2-1 サポートされるJSPタグ・ライブラリ
タグ・ライブラリおよびURI | 説明 |
---|---|
タグ・ライブラリ: URI : | 管理コンソールのフォームや表の機能に調和するHTMLフォームやHTML表を作成するためのWebLogic Server JSPタグ。 これらのタグは、WebLogic Server管理コンソールを拡張する場合にのみ使用します。 このタグ・ライブラリのドキュメントについては、『Oracle WebLogic Server JSPタグ・リファレンス』を参照。 |
タグ・ライブラリ: URI : | ポータル・フレームワークURLを生成するためのコンビニエンス・タグ。「Portal Framework JSP Tag Javadoc」の |
タグ・ライブラリ: URI : | JSPをJSPテンプレートに関連付けるためのApache Beehive JSPタグ。 このタグ・ライブラリとドキュメントを含むBeehiveディストリビューションは、 |
タグ・ライブラリ: URI : | データ・バインディング用のApache Beehive JSPタグ。 このタグ・ライブラリとドキュメントを含むBeehiveディストリビューションは、 |
タグ・ライブラリ: URI : | 基本的なHTMLタグを生成するためのApache Beehive JSPタグ。 このタグ・ライブラリとドキュメントを含むBeehiveディストリビューションは、 |
タグ・ライブラリ: URI : | 多くのJSPアプリケーションに共通の中核機能を提供するJavaServer Pages Standard Tag Library (JSTL)タグ。 JSTLディストリビューションは、 これらのタグ・ライブラリのドキュメントについては、「JSTL Tag Library Reference」( |
タグ・ライブラリ: URI : | 多くのJSPアプリケーションに共通の中核機能を提供するJavaServer Pages Standard Tag Library (JSTL)タグ。 JSTLディストリビューションは、 これらのタグ・ライブラリのドキュメントは、「JSTL Tag Library Reference」( |
タグ・ライブラリ: URI : | Strutsフレームワークとの対話に使用するApache Strutsタグ。 Strutsディストリビューションは、 これらのタグ・ライブラリのドキュメントは、 |
タグ・ライブラリ: URI : | Strutsフレームワークとの対話に使用するApache Strutsタグ。 Strutsディストリビューションは、 これらのタグ・ライブラリのドキュメントは、 |
タグ・ライブラリ: URI : | Strutsフレームワークとの対話に使用するApache Strutsタグ。 Strutsディストリビューションは、 これらのタグ・ライブラリのドキュメントは、 |
タグ・ライブラリ: URI : | Strutsフレームワークとの対話に使用するApache Strutsタグ。 Strutsディストリビューションは、 これらのタグ・ライブラリのドキュメントは、 |
以下の手順では、ポータル・フレームワークが拡張のソース・ファイルを使用してStrutsポートレットを検索し、ContentBook
ブック内にタブとして表示する方法について説明します。
netuix-extension.xml
ファイルを解析します。 この例のnetuix-extension.xml
ファイルでは、ポータル・フレームワークがmedrecMonitor.book
という.book
ファイルをロードして、その内容をCoreDomainConfigGeneralBook
ブックの子として表示することを指定しています。
medrecMonitor.book
ファイルをロードします。このファイルでは、ページUIコントロールを定義し、そのページにポートレットが含まれることを指定しています。 Action
を指定しています。 netuix:strutsContent
要素のmodule="/medrecMBean"
属性では、MedRecMBeanFormAction
というStruts Action
の定義が、medrecMBean
というStrutsモジュールのStruts構成ファイルにあることを示しています。Strutsの命名規則では、この構成ファイルをstruts-auto-config-medrecMBean.xml
という名前にする必要があります。
struts-auto-config-medrecMBean.xml
ファイルを解析して、MedRecMBeanFormAction
の以下の定義を検索します。 action
要素のname="medrecMBeanEJBForm"
属性を見つけると、同じStruts構成ファイルでmedrecMBeanEJBForm
というフォームBeanの定義を探します。 構成ファイル で次の要素が見つかった場合は、
name
、handle
、およびtotalRx
というプロパティを指定して、org.apache.struts.action.DynaActionForm
型のJava Beanを初期化します。
com.bea.medrec.extension.MedRecMBeanFormAction
クラスを呼び出して、インスタンス化したDynaActionForm
Beanをこのクラスに渡します。 MedRecMBeanFormAction
クラスはMedRecアプリケーションのMBeanからデータを収集し、そのデータをDynaActionForm
Beanのプロパティに格納します。 MedRecMBeanFormAction
クラスはデータを格納したDynaActionForm
Beanを返します。
DynaActionForm
BeanをシリアライズしてHTTPリクエスト内に設定し、JSPに転送します。 DynaActionForm
Bean内のデータを表示します。 この章では、JSPタグ・ライブラリ、スキーマおよびベースJavaクラスを使用してWebLogic Server管理コンソール拡張を開発する環境の設定方法について説明します。管理コンソール拡張は、XMLファイル、Javaクラス、JSP、およびその他の標準的なWeb関連リソースの集合です。拡張の開発には、任意のテキスト・エディタまたは統合開発環境(IDE)を使用できます。
この章の内容は以下のとおりです。
拡張用にApache StrutsクラスまたはBeehiveページ・フロー・クラスを作成している場合は、Apacheクラスのセットをクラス・パスに入れる必要があります。NavTreePortletにノードを追加している場合は、Oracleクラスのセットが必要です。
これらのクラスをクラス・パスに追加するには、次のスクリプトを実行します。
WL_HOME
\server\bin\setWLSEnv.cmd または
WL_HOME
\server\bin\setWLSEnv.sh WL_HOME
WebLogic Serverをインストールしたディレクトリです。
Oracleのスクリプトを使用するかわりに、ご使用の環境のクラス・パスにWL_HOME
/server/lib/consoleapp/webapp/WEB-INF/lib
ディレクトリにあるすべてのJARファイルを追加できます。
OracleのJSPテンプレートを使用して拡張内のJSPを作成する場合は、JSP Standard Tag Library (JSTL)、Oracle管理コンソール拡張タグ・ライブラリ、およびApache Beehiveページ・フロー・タグ・ライブラリのJSPタグを使用する必要があります。
WebLogic Serverではこれらのタグ・ライブラリがインストールされ、IDEに利用することができます。かわりに、これらの標準のタグ・ライブラリを独自にダウンロードすることもできます。詳細は、「JSPテンプレートとタグ・ライブラリ」を参照してください。
管理コンソール拡張はWebアプリケーションの一部であり、そのリソースは標準のJava EE Webアプリケーションの要件を満たすディレクトリ構造にまとめる必要があります。また、WebLogic Portalフレームワーク、Apache Struts、およびApache Beehiveでは、特定の場所に構成ファイルを置く必要があります。
管理コンソール拡張の作業を開始するには、表3-1の基本的な構造に合わせたディレクトリ・ツリーを作成します。
表3-1 管理コンソール拡張のディレクトリ・ツリー
ディレクトリ | 説明 |
---|---|
root-dir | 拡張のルート・ディレクトリ。このディレクトリにはファイルを作成しないことをお薦めします。 ディレクトリの名前はプログラム的に重要ではありません。わかりやすい名前を選びます。 拡張でURIを指定する場合、 |
root-dir/WEB-INF | このディレクトリには、 Apache Strutsを使用する場合は、このディレクトリにStruts構成ファイルを置く必要があります。 |
root-dir/WEB-INF/classes | 拡張でメッセージ・バンドルを使用する場合は、このディレクトリにプロパティ・ファイルを入れる必要があります。 拡張でカスタム・クラスを使用する場合、そのパッケージ構造はこのディレクトリから始まる必要があります。たとえば、クラス・ファイルを |
(optional) root-dir/WEB-INF/src | 拡張でカスタム・クラスを使用する場合は、コンパイル前のJavaソース・ファイルをこのディレクトリで始まるパッケージ構造に保存しておくことをお薦めします。 拡張をアーカイブするときは、この |
(recommended) root-dir/ext_jsp | 拡張のすべてのJSPファイルを JSP用に個別のディレクトリを作成しておくと、コンテンツ開発者は他のサポート・ファイル(ポータル・フレームワークXMLファイルなど)について知る必要がなくなります。 拡張に多数のJSPが含まれている場合は、 この推奨事項に従う場合、JSPのURIは
|
(recommended) root-dir/controls | 拡張のすべてのポータル・ブック・ファイル( 拡張に多数のブックやページが含まれている場合は、 この推奨事項に従う場合、ブックまたはページのURIは |
(recommended) root-dir/portlets | 拡張のすべてのポートレット・ファイル( 拡張に多数のポートレットが含まれている場合は、 この推奨事項に従う場合、ポートレットのURIは |
管理コンソールのルック・アンド・フィールを拡張する場合、ルート・ディレクトリには追加のサブディレクトリが含まれます。第5章「管理コンソールのリブランディング」を参照してください。
WebLogic Serverには、管理コンソールの拡張ポイントのラベルを表示するための構成オプションが用意されています。これらのラベルを使用して、拡張を表示する場所を指定できます。これらのラベルを表示するには、次の手順に従います。
ページ内に配置されたラベル付きの各コントロール上にフィールドが表示されます。フィールドには、コントロールのdefinitionLabel
の値が表示され、その値には、ブックまたはラベルを示す「Book:」
または「Label:」
という接頭辞が付いています。図3-1を参照してください。
この章では、WebLogic Server管理コンソール拡張で表示するすべてのテキスト文字列を、メッセージ・バンドルで定義する方法を説明します。
メッセージ・バンドルは、キーと値のペア(プロパティ)を含むテキスト・ファイル(プロパティ・ファイル)の集合です。サポートする言語またはロケールごとに1つのプロパティ・ファイルを作成します。ファイルの命名規則に従ってプロパティ・ファイルに名前を付けると、管理コンソールはWebブラウザのロケール設定にロケールが一致するプロパティ・ファイルから文字列を表示します。
メッセージ・バンドルを作成するには、次の手順に従います。
例:
root-dir
/WEB-INF/classes/
bundle
.properties
として保存します。 root-dir
は拡張のルート・ディレクトリです。 bundle
はユニークな値です(WebLogic Serverのバンドルの名前であるglobal
は使用しないでください)。bundle
の値としては、会社名を使用することをお薦めします。 bundle
.properties
ファイルは、WebブラウザまたはJVMでロケールを指定していない場合に管理コンソールが使用するデフォルトのファイルです。このファイルは必須です。
root-dir
/WEB-INF/classes/
bundle
_
locale
.properties
として保存します。 locale
はjava.util.Locale
でサポートされるロケール・コードです。「Java SE API Specification」のロケールに関する項(http://download.oracle.com/javase/1.5.0/docs/api/java/util/Locale.html
)を参照してください。
たとえば、mycompany_ja.properties
のようになります。
メッセージ・バンドルの使用の詳細は、「ルック・アンド・フィールでのメッセージ・バンドルの使用」および「JSPでのメッセージ・バンドルの作成と使用」を参照してください。
この章では、WebLogic Portalのルック・アンド・フィールを作成し、WebLogic Server管理コンソール拡張としてデプロイする方法について説明します。拡張を使用すると、管理コンソールのOracleロゴ、色、スタイルの一部またはすべてを置き換えることができます。
この章の内容は以下のとおりです。
コンソール拡張のルック・アンド・フィールを作成するために以下のタイプのファイルが使用されます。
すべてのルック・アンド・フィール・ファイル(CSS、スケルトン、JavaScript、および画像)は各リリースごとに変更します。したがって、WebLogic serverの新しいリリースにアップグレードする場合は、カスタム・ルック・アンド・フィールを更新する必要があります。
図5-1にこのプロセスを示します。プロセスの手順、および各手順の結果については、表5-1を参照してください。以下の節では、各手順について詳しく説明します。
表5-1 管理コンソールのリブランディング:タスクと結果
手順 | 説明 | 結果 |
---|---|---|
WebLogic Serverには、出発点として使用できるルック・アンド・フィール・テンプレートがあります。ファイルにアクセスするには、テンプレートを展開します。 | ルック・アンド・フィール・ファイルのセットを変更できます。 | |
独自の画像やスタイルで置き換えて、コンソールのカスタム・ルック・アンド・フィールを作成します。 | 独自のロゴやスタイルを含むルック・アンド・フィール。 | |
3.(オプション) ルック・アンド・フィールでのメッセージ・バンドルの使用 | バナー、ログイン・ページ、およびログイン・エラー・ページに表示されるテキスト・メッセージを変更する場合は、独自のメッセージ・バンドルを作成し、そのバンドルからのメッセージを使用するようにページを修正します。 | 独自のメッセージを含むローカライズ済みプロパティ・ファイル。 |
NetUI拡張ファイルは、ルック・アンド・フィール内でのファイルやディレクトリの位置を記述します。 |
| |
ルック・アンド・フィール拡張をWARファイルにアーカイブし、ドメインの 詳細は、第9章「コンソール拡張のアーカイブとデプロイ」を参照してください。 | ドメインで管理コンソールが起動される際に、Oracleによってパッケージ化およびインストールされたルック・アンド・フィールのかわりに、そのドメインの |
Weblogic Serverインストール環境には、出発点として使用できるルック・アンド・フィール・テンプレートがあります。テンプレートを展開し、独自の画像やスタイルで置き換えます。2つのファイルがあります。
build-new-laf.xml
このファイルは、拡張のためのルック・アンド・フィール・ファイルの初期セットを作成するantスクリプトです。このスクリプトは、laftemplate.zip
(以下を参照)からルック・アンド・フィール・ファイルを展開し、拡張の名前に対応するようにディレクトリの名前を変更します。
laftemplate.zip
このテンプレートには、build-new-laf.xml
が展開するルック・アンド・フィール・ファイルの初期セットがあります。
テンプレートを展開するには、
http://ant.apache.org/
)にあるApache Antプロジェクトを参照してください。 WL_HOME
WebLogic Serverをインストールしたディレクトリです。
以下の構文を使用してbuild-new-laf.xml
でAntを実行します。
ext-name
は拡張の名前です。root-dir
はコンソール拡張の開発のディレクトリです。
laftemplate.zip
からのファイルはroot-dir
に抽出されます。
テンプレートを展開すると、ファイルを変更または置き換えて、独自のルック・アンド・フィールを作成できます。以下を参照してください。
ポータル・コンポーネントやナビゲーション・メニューのレイアウトを変更するなど、WebLogic Serverルック・アンド・フィールに複雑な変更を加える場合は、WebLogic Portalルック・アンド・フィールに関してより高度な知識が必要になります。詳細は、『Oracle WebLogic Portalポータル開発ガイド』の「ルック・アンド・フィールの機能を使用したユーザー・インタフェース開発」を参照してください。
サンプルのルック・アンド・フィールの画像ファイルを、独自の画像ファイルで上書きします。
root-dir
/framework/skins/
ext-name
/images/Branding_WeblogicConsole.gif
として保存します。 バナーのサイズを変更する手間を省くには、画像のサイズを変更しないでください。
root-dir
/framework/skins/
ext-name
/images/titlebar_bg.png
を、別の色の同じサイズの画像ファイルで置き換えます。 global.properties
ファイル(と任意のbundle_
locale
.properties
ファイル)にあるlogin.wlsident
キーの値を変更します。詳細は、「ルック・アンド・フィールでのメッセージ・バンドルの使用」を参照してください。 より複雑な修正を加える場合は、バナーを表示するJSPやスタイルを変更できます。管理コンソール・バナーのコンテンツは、root-dir
/framework/skeletons/
ext-name
/header.jsp
ファイルによって決まります。header.jsp
内のスタイルconsole-header-logo
では、バナーの背景として使用する画像ファイルの名前と位置を指定します。スタイルconsole-title
では、ロゴ・ファイルの名前や位置を指定します。これらのスタイルは、root-dir
/framework/skins/
ext-name
/css/console.css
で定義します。
注意: 拡張をデプロイする前に、JSPをプリコンパイルする必要があります。 |
ログイン・ページは、ユーザーにユーザーIDとパスワードの入力を要求します。表5-2に、ログイン・ページの外観を決定するファイルについてまとめます。
表5-2 ログイン・ページとログイン・エラー・ページの外観を決定するファイル
ファイル名とパス(root-dir/ の下にある) | 説明 |
---|---|
css/login.css | ログイン・ページのフォントと間隔を定義します。 |
framework/skins/ext-name/images/Branding_Login_WeblogicConsole.gif framework/skins/ext-name/images/Login_GC_LoginPage_Bg.gif framework/skins/ext-name/images/Loginarea_Background.png | ログイン・ページの画像。 |
login/LoginForm.jsp | ログイン・ページを表示します。 これらのページに表示するテキストを変更するには、 |
管理コンソールでは、様々なカスケーディング・スタイル・シート(CSS)を使用してフォントや色、および間隔などの他のプロパティも指定しています。これらのスタイルを変更するには、スタイル・シートを開いてスタイルの定義を変更します。
表5-3に、スタイル・シートに定義したルック・アンド・フィール のスタイルについてまとめます。スタイル・シートのスタイル名は十分説明するため、スタイル自体の説明は表内にありません。たとえば、background-color
。
表5-3 ルック・アンド・フィール拡張のためのCSSスタイル・シートの使用
ファイル名とパス(root-dir/ の下にある) | スタイル |
---|---|
css/changemgt.css | 「チェンジ・センター(「ロックして編集」)」パネルのスタイル。 |
css/content.css | スタイルは次のとおりです。
|
css/forms.css | 構成ページとモニター・ページのコンテンツ領域など、フォームを定義するためのスタイル。 |
css/jndinavtree.css | JNDIブラウザのナビゲーション・ツリーを定義するためのスタイル。 |
css/login.css | ログイン・ページのスタイル。 |
css/navtree.css | 「ドメイン構造」パネルのナビゲーション・ツリーを定義するためのスタイル。 |
css/quicklinks.css | 「操作ガイド」パネルのスタイル。 |
css/systemstatus.css | 「システム・ステータス」パネルのスタイル。 |
framework/skeletons/ext-name/css/layout.css | 他のユーザー・インタフェースの項目が配置されるグリッドのデフォルトのスタイル。 |
framework/skins/ext-name/css/console.css | スタイルは次のとおりです。
|
framework/skins/ext-name/css/general.css | スタイルは次のとおりです。
|
framework/skins/ext-name/css/menu.css.css | メニューの余白、パディング、背景、色などを定義するためのスタイル。 |
framework/skins/ext-name/css/window.css | スタイルは次のとおりです。
|
タブやボタンに角丸と陰影のある角の特殊効果を作成するには、複数の画像がスタイル・シートと一緒に使用されます。これらについては、表5-4と表5-5を参照してください。いずれかの特殊効果を変更するには、同じファイル名を使用するか、またはスタイル・シートから別の画像を参照して、独自の画像をデフォルトの画像と置き換わることができます。
表に記述されていない他の画像もコンソールに使用され、いくつかの画像はスタイル・シートに参照されます。ただし、これらの表は上記のようにフォーマット効果の作成に使用した画像のみを示します。他の画像を表示するには、root-dir
/framework/skins/
ext-name
images/
およびroot-dir
/images/
を参照してください。
表5-4 スタイル・シートと一緒に使用される画像(root-dir/
の下にある)
効果 | CSSファイル | 画像ファイル |
---|---|---|
ボタンの表面。
| css/forms.css | images/button_bg_n.png |
マウス・ポインタが移動するときのボタンの表面。
| css/forms.css | images/button_bg_mo.png |
ボタンが下に押したときのボタンの表面。
| css/forms.css | images/button_bg_md.png |
WebLogic Serverの最初の起動時にユーザー名およびパスワードを要求する「ようこそ」ボックスの背景。 | css/login.css | framework/skins/ext-name/images/ Loginarea_Background.png |
「ようこそ」ボックスの「ログオン」ボタンの表面。 上に挙げた | css/login.css | images/button_bg_n.png |
マウス・ポインタが移動するときのボタンの表面。 上に挙げた | css/login.css | images/button_bg_mo.png |
ボタンが下に押したときのボタンの表面。 上に挙げた | css/login.css | images/button_bg_md.png |
「ログイン」ページの背景。 | css/login.css | framework/skins/ext-name/images/ Login_GC_LoginPage_Bg.gif |
表5-5 スタイル・シートと一緒に使用する画像(root-dir
/framework/skins/
ext-name/
の下にある)
効果 | CSSファイル | 画像ファイル |
---|---|---|
パネルの上部にあるタイトルバー | css/window.css | images/titlebar_bg.png |
コンソール全体の背景。ロゴの背後にコンソールの上に表示。 | css/console.css | images/r_bg_global.png |
タブの左の端。画像の上半部は選択を解除したタブのために使用され、下半部は選択したタブのために使用されます。 | css/menu.css | images/tab_left.gif |
タブの主な表面。画像の上半部は選択を解除したタブのために使用され、下半部は選択したタブのために使用されます。 | css/console.css | images/tab_right.gif |
パネルの背後の陰隅。デフォルト設定で、右隅と下にあります。 | css/window.css | images/shadow-corners |
パネルの背後の陰の右側。 | css/window.css | images/shadow-right.gif |
パネルの背後の陰の下部。 | css/window.css | images/shadow-bottom.gif |
バナーおよびログイン・ページでは、管理コンソールがJSTLタグを使用して、ローカライズされたプロパティ・ファイルからのテキスト・メッセージをロードします。たとえば、LoginForm.jsp
のウィンドウ・タイトルを表示する場合は次のようになります。
LoginForm.jsp
の<fmt:setBundle basename="global" var="current_bundle" scope="page"/>
タグによって、global
に現在のメッセージ・バンドルが設定されます。 このJSPタグは、WEB-INF/classes
内から次の名前パターンのファイルを検索します。
このバンドルのデフォルト・プロパティはWL_HOME
/server/lib/consoleapp/webapp/WEB-INF/classes/console.jar
のglobal.properties
です。Webブラウザまたはオペレーティング・システムで別のロケールが指定されている場合は、JSPタグによってglobal_locale.properties
がロードされます。
<fmt:message key="window.title" bundle="${current_bundle}" />
タグによってglobal.properties
ファイルが開かれ、window.title
キーによって特定されたテキストが表示されます。 これらのメッセージを変更するには、独自のプロパティ・ファイルを作成し、JSPタグを修正してそのバンドルを使用するようにします。詳細は、第4章「メッセージ・バンドルの作成」を参照してください。
表5-6に、バナー、ログイン・ページ、およびログイン・エラー・ページに表示されるテキスト・メッセージを示します。
表5-6 バナー、ログイン・ページ、およびログイン・エラー・ページに表示されるメッセージ
ファイル(root-dir/ の下にある) | メッセージ・キーと値 |
---|---|
login/LoginForm.jsp | window.title=Oracle WebLogic Server Administration Console login.wlsident=Oracle WebLogic Server Administration Console login.welcome2=Log in to work with the WebLogic Server domain login.username=Username: login.password=Password: login.submit=Log In |
framework/skeleton/mycompany/header.jsp | window.title=Oracle WebLogic Server Administration Console |
netuix-extension.xml
というNetUI拡張ファイルは、ルック・アンド・フィールのデプロイメント記述子です。ルック・アンド・フィール内のファイルの名前と位置を格納し、作成したルック・アンド・フィールで管理コンソールのルック・アンド・フィールを置き換える役割を果たします。詳細は、netuix-extension.xml.を参照してください。このファイルの詳細は、「NetUI拡張スキーマ・リファレンス」を参照してください。
コード・リスト5-1 netuix-extension.xml
このファイルを修正するには、次の手順に従います。
<provider-info>
要素で、ルック・アンド・フィール、開発者の連絡先、およびサポートURLについて説明する情報を変更します。 この要素の情報には、プログラム的に重要なものは含まれていません。これらの情報は、テクニカル・サポート・チームがソフトウェアの修正履歴を追跡できるようにすることを目的としています。
<look-and-feel-content>
要素に以下の変更を加えます。 title
、skin
、およびskeleton
要素で、myLAF
という値を「アンド・フィール・テンプレートの展開」の手順3で指定したディレクトリ名に変更します。 definitionLabel
およびmarkupName
属性で、myLAF
という値を手順2で指定したディレクトリ名または他の文字列に変更します。これらの属性はポータル・フレームワークで必要になるもので、ルック・アンド・フィールの拡張では使用しません。 この章では、ポートレット、UIコントロール、およびNavTreePortletノードをWebLogic Server管理コンソールに追加する方法について説明します。
管理コンソールでは、すべてのコンテンツがポートレット内に格納されるため、拡張を最低限にする場合でもポートレット(およびポートレットのコンテンツ)を定義しなければならない場合がほとんどです。ポートレットをデスクトップに直接追加することもできますが、ポートレットをContentBook
内のタブやサブタブとして表示する場合は、それを格納するブックまたはページを定義する必要があります。拡張でNavTreePortletにノードを追加することもできます。そうすることで、追加したポートレットに、ユーザーがデスクトップから直接移動できるようになります。
図6-1にこのプロセスを示します。プロセスの手順、および各手順の結果については、表6-1を参照してください。以下の節では、各手順について詳しく説明します。
表6-1 モデルMBeanの開発タスクと結果
手順 | 説明 | 結果 |
---|---|---|
1. ポートレットの定義 | ポータル・フレームワークでインスタンス化できるポートレットを定義するためのXMLファイルを作成します。ポートレットの定義には、どの種類のデータ(JSP、Struts Action、またはBeehiveページ・フロー)をロードするかを示す指示が含まれます。 ポータルのルック・アンド・フィールによって、ポートレットが枠線や最小化/最大化コントロールを提供するかどうかが決まります。 |
|
|
| |
ポータルを、ラベル付きUIコントロールの横に表示するか、コントロールを置換して表示するかを記述するXMLファイルを作成します。 |
| |
NavTreePortletから拡張内のブックやページへのリンクを作成できます。 WebLogic Serverのデフォルトでは、既存のナビゲーション・ツリーの末尾にコントロール名を追加できるようになっています。特定の場所にノードを挿入する場合や、ノード・ツリーを作成する場合は、ノードおよびノードの場所を記述するJavaクラスを独自に作成します。 |
場合によって、追加したノードをより詳細に制御するJavaクラス。 | |
5.拡張のアーカイブとデプロイメント | 詳細は、第9章「コンソール拡張のアーカイブとデプロイ」を参照してください。 | 拡張を格納したWARファイル。 |
ポートレットはXMLファイルで定義します。ポートレットの定義には、ロードするデータの種類(JSP、Struts Action、またはBeehiveページ・フロー)についての指示が含まれます。以下の節では、ポートレットを定義する方法について説明します。
ポートレットXMLファイルの詳細は、『Portal Support Schema Reference』のエントリを参照してください。
JSPをロードするポートレットを定義するには、次の手順に従います。
root-dir
/portlets
に新しいテキスト・ファイルを作成し、コード・リスト6-1のコードをコピーして貼り付けます。(「拡張のディレクトリ・ツリーの作成」を参照)。 次のネーミング・ルールを使用することをお薦めします。
content-name
はポートレットに格納するJSPファイルの名前です。たとえば、ポートレットにmonitorEJB.jsp
という名前のJSPファイルを格納する場合は、ポートレットXMLファイルの名前をmonitorEJB.portlet
にします。
Label
。ポータル・フレームワークでこのポートレットを特定するためのユニークな識別子に変更します。 Title
。タイトル・バーが表示される場合にこのポートレットが表示するデフォルトのタイトルを指定します。「ポートレットのタイトル・バーの表示」を参照してください。 URI
。ポートレットに格納するJSPの絶対パスとファイル名に変更します。絶対パスは、拡張のルートから始めます。 例:
/ext_jsp/monitorEJB.JSP
拡張をデプロイする前に、JSPをプリコンパイルする必要があります。
コード・リスト6-1 JSPファイルをロードするポートレットXMLファイルのテンプレート
拡張のビジネス・ロジックとナビゲーション・ロジックをJSPファイルにカプセル化するかわりに、Apache Strutsフレームワークを使用できます。「表およびフォーム用のStruts情報の作成」を参照してください。
Struts Actionをロードする(Struts Actionに転送する)ポートレットを作成するには、次の手順に従います。
root-dir
/portlets
に新しいテキスト・ファイルを作成し、コード・リスト6-2のコードをコピーして貼り付けます。(「拡張のディレクトリ・ツリーの作成」を参照)。 次のネーミング・ルールを使用することをお薦めします。
action-name
はポートレットの転送先となるStruts Actionの名前です。
Label
。ポータル・フレームワークでこのポートレットを特定するためのユニークな識別子に変更します。 Title
。タイトル・バーが表示される場合にこのポートレットが表示するデフォルトのタイトルを指定します。「ポートレットのタイトル・バーの表示」を参照してください。 Struts-module
。Struts Actionを定義するStrutsモジュールを指定します。 独自のStrutsモジュールを作成して、管理コンソール拡張を使用するActionおよびActionFormを定義する必要があります。デフォルトのStrutsモジュールはOracle ActionおよびActionForm用に予約されています。各モジュールには独自の、ユニークな名前を持つ構成ファイルが含まれます。Strutsモジュールの詳細は、Apache Strutsの『User Guide』(http://struts.apache.org/struts-doc-1.2.x/userGuide/index.html
)を参照してください。
たとえば、Struts-module
に「myModule」
と指定した場合、Strutsコントローラ・サーブレットは次の場所でアクション検索します。
action-path
。Strutsモジュール内で定義したStruts Actionのパスを指定します。 refresh-action-path
。このポートレットの後続のリクエストで呼び出すAction
(たとえば、ドキュメントを更新するユーザー・エージェント)を指定します。 この.portlet
ではJSPの名前は指定しません。かわりに、正常に処理された場合は、Struts Actionマッピングによって特定のJSPに転送されます。
例6-2 Strutsアクションに転送するポートレットXMLファイルのテンプレート
Beehiveページ・フローをロードするポートレットを定義するには、次の手順に従います。
root-dir
/portlets
に新しいテキスト・ファイルを作成し、コード・リスト6-3のコードをコピーして貼り付けます。(「拡張のディレクトリ・ツリーの作成」を参照)。 次のネーミング・ルールを使用することをお薦めします。
pageFlow-name
はポートレットがロードする(ポートレットの転送先となる)ページ・フローの名前です。たとえば、ポートレットがmyPageFlow.jpf
というページ・フローに転送される場合は、ポートレットXMLファイルの名前をmyPageFlow.portlet
にします。
Label
。ポータル・フレームワークでこのポートレットを特定するためのユニークな識別子に変更します。 Title
。タイトル・バーが表示される場合にこのポートレットが表示するデフォルトのタイトルを指定します。「ポートレットのタイトル・バーの表示」を参照してください。 URI
。ページ・フローを定義するJPFファイルの絶対パスとファイル名を指定します。URIはroot-dir
/WEB-INF/classes
ディレクトリから始まる絶対パスにする必要があります。 たとえば、JPFファイルがroot-dir
/WEB-INF/classes/com/mycompany/extension/pageflows/myPageFlow.jpf
である場合は、次の値を指定します。
/com/mycompany/extension/pageflows/myPageFlow.jpf
Action
。ページ・フローを定義するJPFファイルの絶対パスとファイル名を指定します。 例6-3 ページ・フローに転送するポートレットXMLファイルのテンプレート
ポートレットを管理コンソールのデスクトップ上(「page」
ページのプレースホルダー内)に配置する場合は、タイトル・バーを表示するようにポートレットを構成します。ポートレットをContentBook
に置く場合は、タイトル・バーは表示しません。
タイトル・バーを表示するには、次の手順に従います。
.portlet
XMLファイルで、netuix:portlet
要素のtitle
属性の値を指定します。ローカライズされた値を表示するには、「ポートレット・タイトルのローカライズ」を参照してください。 netuix:portlet
要素の子要素として以下の要素を指定します。 ポートレットを最小化および最大化できるようにするには、空の<netuix:titlebar/>
要素のかわりに以下のスタンザを指定します。
コード・リスト6-4では、タイトル・バーを表示するポートレットを定義しています。このポートレットは最小化または最大化でき、タイトルの値はメッセージ・バンドルから取得します。
例6-4 例: ローカライズされたタイトルを表示するポートレット
デフォルトでは、ポートレットは<netuix:portlet>
要素のtitle
属性に入力されたリテラル値を表示します。このタイトルをローカライズできるようにするには、次の手順に従います。
title
属性の値を取得し、プロパティ・ファイルでtitle
属性の値に一致するキーを検索して、そのプロパティ・キーの値を返すJavaクラスを作成します。 たとえば、title="myPortlet.title"
と指定した場合、Javaクラスはメッセージ・バンドルを検索してmyPortlet.title=MyCompany's Portlet
を見つけ、表示するテキストとしてMyCompany's Portlet
を返します。
「ポートレット・タイトルをローカライズするためのバッキング・クラスの作成」を参照してください。
.portlet
ファイルで、<netuix:portlet>
要素内に以下の属性を指定します。 title
。メッセージ・バンドルで定義したプロパティのキーを指定します。 backingFile
。前述の手順で作成したJavaクラスの完全修飾名を指定します。 例:
バッキング・クラスは、ポータル・フレームワークAPIと直接対話するJavaクラスです。ローカライズされたポートレット・タイトルを取得するバッキング・クラスを作成するには、次の手順に従います。
com.bea.netuix.servlets.controls.content.backing.AbstractJspBacking
を拡張します。 AbstractJspBacking.preRender(HttpServletRequest request, HttpServletResponse response)
メソッドを実装します。 このメソッドの実装で以下を行います。
HttpServletRequest
オブジェクトからロケールを取得します。 次のAPIを使用します。
次のAPIを使用します。
myBundle
はメッセージ・バンドルの名前です。(「メッセージ・バンドルの作成」を参照)。
title
プロパティの値を取得します。 次のAPIを使用します。
locale
はHttpServletRequest
オブジェクトから取得したロケールです。
title
プロパティの値を、前述の手順で取得したローカライズされた値にリセットします。 次のAPIを使用します。
title
メッセージ・バンドルから取得した値です。
コード・リスト6-5例:ポートレット・タイトルをローカライズするためのバッキング・クラス
管理コンソールにタブまたはサブタブを追加する場合は、既存の階層に適合するブックまたはページUIを定義する必要があります。
ブックおよびページの定義を、1つまたは複数のポータル・ブック(.book
)ファイルに保存します。コントロールの階層グループごとに1つの.book
ファイルを作成します。たとえば、最上位のタブとそのサブタブを作成するブック用に1つの.book
ファイルを作成します。また、既存のWebLogic Serverタブにサブタブを追加するページ用にも別の.book
ファイルを作成します。.book
ファイルのルート要素(portal:root
)には、直接の子要素を1つのみ持たせることができます。
以下の節では、ブックやページの作成について説明します。
サブタブのないタブ(「ドメイン: ノート」など)を定義するポータル・ブック(.book
) XMLファイルを作成するには、次の手順に従います。
たとえば、root-dir
/controls/MyApp.book
root-dir
は開発用のディレクトリです。詳細は、第3章「開発環境の設定」を参照してください。
Page-Label
。ポータル・フレームワークおよびWebLogic Server JSPタグが、ページへのリクエストの転送に使用するユニークな識別子に変更します。 Page-Title
。ユーザーに対して表示するタブの名前、または作成したメッセージ・バンドルのキーに変更します。 指定する値に「.」(ピリオド)が含まれている場合、管理コンソールはこの値がキーであると想定し、メッセージ・バンドルから値を検索しようとします。たとえば、My.Tab
と指定すると、管理コンソールはMy.Tab
というキーを持つプロパティの値を検索します。そのような値が見つからない場合は、タブ名としてnull
と表示します。値としてMy Tab
を指定すると、管理コンソールはMy Tab
と表示します。
Bundle
。作成したメッセージ・バンドルの名前に変更します。netuix:page
要素のtitle
属性の値に「.」が含まれている場合にのみ、このバンドルが使用されます。「JSPでのメッセージ・バンドルの作成と使用」を参照してください。 Portlet-Instance-Label
。ポータル・フレームワークおよびWebLogic Server JSPタグが、ポートレット・インスタンスへのリクエストの転送に使用するユニークな識別子に変更します。 Portlet-URI
。作成したポートレット・ファイルのパスとファイル名に変更します(「ポートレットの定義」を参照)。パスは、ポータルWebアプリケーションのルートに対する相対パスでなければなりません。 例:
/portlets/monitorEJB.portlet
コード・リスト6-6では、ブックではなくページを定義している点に留意します。こうすることで、管理コンソールのルック・アンド・フィールによって、ページがサブタブのないタブとして表示されます。
例6-6 サブタブのないタブを作成する.bookファイルのテンプレート
タブと1つまたは複数のサブタブを定義するポータル・ブック(.book
) XMLファイルを作成するには、次の手順に従います。
root-dir
の下にあるディレクトリに保存します。 たとえば、root-dir
/controls//MyApp.book
root-dir
は開発用のディレクトリです。詳細は、第3章「開発環境の設定」を参照してください。
Book-Label
。ポータル・フレームワークおよびWebLogic Server JSPタグがブックへのリクエストの転送に使用する、ユニークな識別子に変更します。これは、WebLogic ServerのUIコントロールの多くに使用されているのと同じ種類のラベルです。「管理コンソールの拡張ポイント」を参照してください。 Book-Title
。ユーザーに対して表示するタブの名前、または作成したメッセージ・バンドルのキーに変更します。 指定する値に「.」(ピリオド)が含まれている場合、管理コンソールはこの値がキーであると想定し、メッセージ・バンドルから値を検索しようとします。たとえば、My.Tab
と指定すると、管理コンソールはMy.Tab
というキーを持つプロパティの値を検索します。そのような値が見つからない場合は、タブ名としてnull
と表示します。値としてMy Tab
を指定すると、管理コンソールはMy Tab
と表示します。
Bundle
。作成したメッセージ・バンドルの名前に変更します。netuix:book
要素のtitle
属性の値に「.」が含まれている場合にのみ、このバンドルが使用されます。「JSPでのメッセージ・バンドルの作成と使用」を参照してください。 Page-Label
。ポータル・フレームワークおよびWebLogic Server JSPタグが、ページへのリクエストの転送に使用するユニークな識別子に変更します。 Page-Title
。ユーザーに対して表示するサブタブの名前、または作成したメッセージ・バンドルのキーに変更します。 指定する値に「.」(ピリオド)が含まれている場合、管理コンソールはこの値がキーであると想定し、メッセージ・バンドルから値を検索しようとします。
Metadata-Type
およびMetadata-ID
。管理コンソールの<wl:column-dispatch>
JSPタグを使用してこのページへのハイパーテキスト・リンクを作成する場合は、<netuix:meta>
要素を含めてMetadata-Type
およびMetadata-ID
の値を指定します。「他のページに移動するための表の列の作成」を参照してください。 Portlet-Instance-Label
。ポータル・フレームワークおよびWebLogic Server JSPタグが、ポートレット・インスタンスへのリクエストの転送に使用するユニークな識別子に変更します。 Portlet-URI
。作成したポートレット・ファイルのパスとファイル名に変更します(「ポートレットの定義」を参照)。パスは、ポータルWebアプリケーションのルートに対する相対パスでなければなりません。 例:
netuix:page
要素の兄弟として別のnetuix:page
要素を追加します。 ポータル・ブックXMLファイルの詳細は、ポータル・サポート・スキーマ・リファレンスを参照してください。
この.book
ファイルでは、以下の要素も使用しています。
netuix:singleLevelMenu
は、ブック内の各ページに1つのサブタブを表示します。コード・リスト6-7では、ブックの親UIコントロールがWebLogic Serverによって提供されることが前提になっていますが、これがブックの最上位のタブを生成する役割を果たします。 netuix:meta name="breadcrumb-context" content="handle"
は、ユーザーがページを訪問した後に、訪問したページの履歴(階層リンク)にそのページのタイトルを追加します。階層リンクは、ContentBook
の上位のデスクトップに表示されます。 例6-7 サブタブを含む最上位タブを定義する.bookファイルのテンプレート
既存のWebLogic Serverタブに追加できるサブタブを作成するには、次の手順に従います。
.book
ファイルを作成します。コード・リスト6-6を参照してください。 netuix-extension.xml
ファイルで、サブタブを含めるWebLogic ServerブックUIコントロールを指定します。「ContentBookへのタブまたはサブタブの追加」を参照してください。 ContentBook
内のブックやページは、必ずしもタブやサブタブでアクセスできるようにする必要はありません。要約表を表示する多くのWebLogic Serverページは、NavTreePortletからアクセスすることはできますが、タブ付きインタフェースからはアクセスできません(「図2-5」を参照)。
これまでの節のすべてのコード・リストは、子にアクセスするためのタブやサブタブを表示しない親コントロール内にも挿入できます。「ポートレットやUIコントロールの表示位置の指定」を参照してください。
ポートレットやUIコントロールを表示するすべての位置は、管理コンソール内の既存のコントロールに対する相対パスで指定する必要があります。たとえば、作成したポートレットが「システム・ステータス」ポートレットの下のデスクトップに表示されるように指定できます。
ポートレットまたはUIコントロールの表示位置を指定するには、次の手順に従います。
netuix-extension.xml
という名前のXMLファイルを作成し、次のディレクトリに保存します。 root-dir
/WEB-INF
root-dir
は開発用のディレクトリです。詳細は、第3章「開発環境の設定」を参照してください。 NetUI拡張XMLファイル(netuix-extension.xml
)は、拡張のデプロイメント記述子です。拡張の各親UIコントロールと表示位置を宣言しています(コード・リスト6-8を参照)。詳細は、「NetUI拡張スキーマ・リファレンス」を参照してください。
<weblogic-portal-extension>
ルート要素を作成します。 <provider-info>
要素を作成します。 この要素は、あくまで拡張の内容を説明するためのものです。ポータル・フレームワークでこの要素内のデータが使用されることはありません。
<portal-file>/console.portal</portal-file>
この必須要素では、管理コンソールの.portal
ファイル(現在拡張しているポータル)の名前と相対位置を指定します。
ポートレットを管理コンソール・デスクトップに追加するには、netuix-extension.xml
ファイル内に以下のスタンザを作成します(コード・リスト6-8を参照)。
説明:
layout
は次のいずれかの値。 0
(ゼロ)。 拡張ポートレットは常に左の列の最上部に表示されます。
1
。 拡張ポートレットは常に右の列の最下部に表示されます。
portlet-URI
は、.portlet
ファイルのパスとファイル名。パスは、ポータルWebアプリケーションのルートに対する相対パスでなければなりません。 title
は、ポートレットのタイトルバーに表示されるタイトル。null値を指定した場合は、.portlet
ファイルに定義したタイトルが使用されます。 portlet-instance-label
は、ポータル・フレームワークおよびWebLogic Server JSPタグが、ポートレット・インスタンスへのリクエストの転送に使用するユニークな識別子。 タブを表示するコントロールを追加するには、netuix-extension.xml
ファイル内に以下のスタンザを作成します(コード・リスト6-8を参照)。
説明:
Admin-Console-Book-Label
は、子ブックにアクセスするためのタブを表示する管理コンソール・ブック・コントロールのdefinitionLabel
。 book-URI
は、タブ(および指定した場合はサブタブ)のブック・コントロールを定義する.book
ファイルのパスとファイル名。パスは、ポータルWebアプリケーションのルートに対する相対パスでなければなりません。 既存のタブにサブタブを表示するコントロールを追加するには、前の手順と同じスタンザを作成し、次の値を指定します。
Admin-Console-Book-Label
は、子ページにサブタブを表示する管理コンソール・ブック・コントロールのdefinitionLabel。 book-URI
は、サブタブのページ・コントロールを定義する.book
ファイルのパスとファイル名。パスは、ポータルWebアプリケーションのルートに対する相対パスでなければなりません。 コード・リスト6-8は、タブをWebLogic Serverの「ドメイン」タブに、サブタブを「ドメイン:構成」タブに、ポートレットをコンソールのデスクトップに追加するnetuix-extension.xml
ファイルです。
例6-8 netuix-extension.xmlファイルのサンプル
ドメイン構造ポートレット(NavTreePortlet)には、管理コンソールのコンテンツに移動するために使用できるツリー・コントロールが含まれています。ツリー内の各ノードはUIページ・コントロールへのリンクです。ノードにはサブノードを含めることができます。
拡張では、ツリー内の任意の場所に単一のノードを追加できます。他のノード(ノード・ツリー)含むノードを任意の場所に追加することもできます。たとえば、既存のナビゲーション・ツリーのルートにノードまたはノード・ツリーを追加できます。また、「環境」ノードにノードまたはノード・ツリーを追加できます。(図6-2を参照してください)。
以下の節では、NavTreePortletへのノードの追加について説明します。
ページ・コントロールの1つにリンクするノードを追加するには、コントロールの.book
ファイル内のnetuix:page
要素に、次の属性と属性値を追加します。
backingFile="com.bea.console.utils.NavTreeExtensionBacking"
たとえば、作成したページへのリンクを追加する場合、そのページを定義する.book
ファイルにbackingFile
属性を追加します。
NavTreePortletにより、そのページ要素のtitle
属性の値がリンク・テキストとして表示されます。図6-3を参照してください。
title
属性の値をメッセージ・バンドルのキーにした場合は、そのキーにマッピングされたローカライズ済みの値が表示されます。メッセージ・バンドル名は、ページ構成にメタデータを追加することによって指定します。<netuix:meta>
要素を<netuix:page>
の子として追加します。例:
NavTreePortletに追加するノードの位置を制御する場合や、ノード・ツリーを追加する場合は、独自のNavTreeExtensionBacking
バッキング・クラスを実装します。
以下の節では、ノードまたはノード・ツリーの追加または挿入について説明します。
NavTreeBacking
クラスを作成するには、(コード・リスト6-9を参照)。
com.bea.console.utils.NavTreeExtensionBacking
を拡張します。 このクラスは、あらかじめWebLogic Server実行時環境で利用できる状態になっています。ただし、開発とコンパイルの環境をサポートするためには、以下のJARを環境のクラス・パスに追加する必要があります。
WL_HOME
/server/lib/consoleapp/webapp/WEB-INF/lib/console.jar
WL_HOME
/server/lib/consoleapp/webapp/WEB-INF/lib/netuix_servlet.jar
WL_HOME
は、WebLogic Serverのインストール先ディレクトリです。
NavTreeExtensionBacking.getTreeExtension(
PageBackingContext ppCtx, String extensionUrl, HttpServletRequest request)
メソッドをオーバーライドします。 このメソッドの実装で以下を行います。
com.bea.jsptools.tree.TreeNode
オブジェクトを作成します。 次のコンストラクタを使用します。
説明:
nodeId
は、コントロールのdefinitionLabel
の値です。PageBackingContext.getDefinitionLabel()
を使用してこの値を取得できます。かわりに、コントロールの.book
ファイル内のdefinitionLabel
の値を入力することもできます。
nodeName
は、NavTreePortletに表示するテキストです。テキストを含むString
オブジェクトを作成できます。または、PageBackingContext.getTitle()
を使用して、ページの.book
ファイルからこの値を取得できます。
nodeURL
は、そのコントロールのURLです。このパラメータの値としてextensionUrl
を指定します。
TreeNode
オブジェクトを親TreeNode
の子として作成します。 各子ノードで、次のコンストラクタを使用します。
説明:
nodeId
は、コントロールのdefinitionLabel
の値です。PageBackingContext.getDefinitionLabel()を使用してこの値を取得することはできません
。これは、このメソッドで使用できるPageBackingContext
が親ノード用であるためです。かわりに、コントロールの.book
ファイル内のdefinitionLabel
の値を入力する必要があります。
nodeName
は、NavTreePortletに表示するテキストです。
nodeURL
は、そのコントロールのURLです。次の値を指定します。
definitionLabel
はリンク先のページのdefinitionLabel
です。
parent
には、作成したTreeNode
のいずれかを指定します。ノード・ツリーに複数のレベルを作成するには、階層内でより上位にあるノードの子を親として指定します。
TreeNode
オブジェクトをcom.bea.console.utils.NavTreeExtensionEvent
のコンストラクタに渡します。 次のコンストラクタを使用します。
説明:
pageLabel
は、親ノードのTreeNode
オブジェクトを作成したときに使用したnodeID
と同じ値です。
url
は、親ノードのTreeNode
オブジェクトを作成したときに使用したnodeURL
と同じ値です。
parentPath
は、ノードに表示するノードの名前です。NavTreePortletのナビゲーション・ツリーのルートを表すには/
(スラッシュ)を使用します。
たとえば、ノードまたはノード・ツリーを最上位に表示する場合は/
を指定します。ノードを環境の子として表示する場合は、/Environments
を指定します。
node
手順aで作成した親TreeNodeです。
ACTION
は、NavTreeExtensionEvent.APPEND_ACTION
です。使用できるその他のアクションについては、WebLogic Server管理コンソールAPIリファレンスの「NavTreeExtensionEvent」を参照してください。
NavTreeExtensionEvent
オブジェクトを返します。 WEB-INF/classes
ディレクトリ内のパッケージ構造に保存します。 例6-9 NavTreeExtensionBackingクラスのサンプル
NavTreeBackingクラスを呼び出して、「例: NavTreeExtensionBackingクラスによるNavTreePortletへのノード・ツリーの追加方法」に示すプロセスを開始するには、次の手順に従います。
NavTreePortletにノードとして追加できるのはページ・コントロールのみです。
.book
ファイルにあるnetuix:page
要素に、次の属性と属性値を追加します。 your-NavTreeBacking-class
は、手順1で作成したクラスの完全修飾名です。
以下の例では、NavTreeExtensionBacking
クラスにおいて、図6-4に示したノード・ツリーを追加する方法について説明します。
.book
ファイルを解析してnetuix:page
要素を検索します。 例:
com.bea.netuix.servlets.controls.page.PageBackingContext
オブジェクトをインスタンス化しますが、これはページUIコントロールのインメモリー表現です。オブジェクトには、ページ・コントロールのtitle
やdefinitionLabel
について記述したプロパティが含まれています。 netuix:page
要素内のbackingFile
属性を見つけると、指定されたクラス(MyNavTreeExtension
)を初期化し、ページのPageBackingContext
オブジェクトに渡してクラスを作成します。ページ・コントロールのURIを含むString
オブジェクトも渡します。 MyNavTreeExtension
クラスは、次のことを行います。 PageBackingContext
オブジェクトからtitle
とdefinitionLabel
の値を取得します。 com.bea.jsptools.tree.TreeNode
オブジェクトを作成して、ページ・コントロールのURIと一緒にtitle
とdefinitionLabel
の値をコンストラクタに渡します。 TreeNode
オブジェクトを作成します。 この2つのページのPageBackingContext
オブジェクトまたはURIを取得する方法はないため、値をMyNavTreeExtension
クラス内にハード・コード化する必要があります。
ページを「My App」ページ・ノードの子ノードにするため、MyNavTreeExtension
クラスは、親ノードの名前を受け取るTreeNode
コンストラクタのフォームを使用します。例:
com.bea.console.utils.NavTreeExtensionEvent
オブジェクトを作成して返します。 NavTreeExtensionEvent
オブジェクトには、作成したTreeNode
オブジェクトが記述されており、ノード・ツリーを追加する既存のナビゲーション・ツリー内の位置が示されています。
NavTreeExtensionEvent
オブジェクトをリスニングします。ポートレットはツリーを初期化した後、ブロードキャストされるNavTreeExtensionEvent
オブジェクトで指定されているとおりにノードを追加します。 カスタム・セキュリティ・プロバイダを作成し、プロバイダを管理するMBeanをWebLogic MBeanMakerを使用して作成した場合、管理コンソールではそのプロバイダの構成データを表示するページが自動的に生成されます。また、「セキュリティ:プロバイダ」表からそのプロバイダ・ページへのリンクも生成されます。
しかし、独自のページを作成してこの表示をカスタマイズすることもできます。独自のページを作成した場合は、「セキュリティ: プロバイダ」表内のリンク先を、管理コンソールによって自動生成されたページからカスタム・ページに変更する必要があります。
リンク先を変更するには、作成したページの<netuix:page>
要素の子として次の要素を含めます。
MBean-class-name
作成したプロバイダのMBeanクラスの完全修飾名です。
例:
この章では、管理コンソールのJSPテンプレート、スタイル、およびユーザー入力コントロールを使用するポートレットを追加する方法について説明します。
たとえば、以下のようなコンテンツを表示するポートレットを追加できます。
ContentBook
に表示し、ユーザーが特定のリソースに移動したり、表からリソースのアクションを呼び出したりできるようにします。(図2-5に示したWebLogic Server表の例を参照)。 ContentBook
にフォームを表示し、提供したリソースをユーザーがモニターしたり構成したりできるようにします。 図7-1にこのプロセスを示します。プロセスの手順、および各手順の結果については、表7-1を参照してください。以下の節では、各手順について詳しく説明します。
表7-1 モデルMBeanの開発タスクと結果
手順 | 説明 | 結果 |
---|---|---|
拡張内に表示する各テキスト文字列の名前/値ペアを格納したテキスト・ファイルを作成します。 | 1つまたは複数の | |
フォームと表を表示するWebLogic Server JSPタグでは、Apache Strutsがコントローラ・エージェントであることを前提とします。JSPタグは、Struts |
| |
WebLogic Serverには、JSPにインポートできるJSPテンプレートが用意されています。また、管理コンソールで使用されているのと同じUIコントロールを表示するためのJSPタグ・ライブラリも用意されています。 | 管理コンソールのスタイルと構造に調和するJSP。 | |
拡張の位置を定義するXMLファイルを作成します。 | ポートレットを定義し、Struts ページ・コントロールまたはブック・コントロールを定義する | |
6.拡張のアーカイブとデプロイメント | 詳細は、第9章「コンソール拡張のアーカイブとデプロイ」を参照してください。 | 拡張を格納したWARファイル。 |
注意: 拡張をデプロイする前に、JSPをプリコンパイルする必要があります。 |
JSPで表示するテキスト文字列は、すべてメッセージ・バンドルで定義することをお薦めします。メッセージ・バンドルの作成の詳細は、第4章「メッセージ・バンドルの作成」を参照してください。
バンドルをJSPで使用するには、次の手順に従います。
fmt.tld
タグ・ライブラリをインポートします。 bundle
はバンドルの名前です。
例:
WebLogic Serverでは、テキスト・コントロール、チェック・ボックス、ラジオ・コントロールなどの様々なHTML入力コントロールを表示できる<wl:form>
JSPタグを提供しています。フォームは、読取り専用にすることも、ユーザー入力可能にすることもできます。ユーザー入力可能なフォームには、ビジネス・レイヤーで処理するためのフォーム・データをユーザーがポストできるように、ボタンを含める必要があります。
データを表形式で表示する<wl:table>
JSPタグも提供されています。表内の各行は、WebLogic Serverインスタンス、アプリケーション、ログ・メッセージなどの1つのエンティティを表します(図7-2を参照)。ハイパーテキスト・リンクを表示するように表の列を構成できます。ハイパーテキスト・リンクを利用すると、ユーザーは表内の項目に関する詳細情報を表示するページに移動できます。HTMLチェック・ボックス・コントロールを含む表の列を作成することもできます。ユーザーが表の行のチェック・ボックスを選択して送信ボタンをクリックすると、拡張ではその行全体に対応するビジネス・ロジックを呼び出します。たとえば、チェック・ボックスを使用して、ある行が表す項目を削除することができます。
これらのタグはいずれも、Apache Struts Action
およびActionForm
を使用して、ビジネス・レイヤーとプレゼンテーション・レイヤーの間でデータを渡します。
Apache Strutsは、Struts ActionForm
Bean(フォームBean)に対してインスタンス化と移入を行う複数の技法をサポートします。たとえば、フォームの各プロパティのゲッター・メソッドとセッター・メソッドを含む独自の具象Java Beanをコーディングできます。また、Struts DynaActionForm
Beanを使用できます。このBeanでは、Java Beanを動的に構成して、Struts構成ファイルで宣言されているプロパティを格納します。
Oracle JSPタグを使用して管理コンソールにフォームを表示する場合は、Strutsがサポートするいずれかの方法を使用して、フォームBeanを作成してデータを設定できます(「例: Strutsポートレットによるコンテンツの表示」の例では、カスタムJava BeanをコーディングするかわりにDynaActionForm
Beanを使用しています)。
どの方法を選択する場合でも、Java Beanには以下のプロパティを含める必要があります。
handle
。com.bea.console.handles.Handle
型、またはユーザーが作成するカスタムHandle
クラス。 ポータル・フレームワークはこのプロパティを使用して、ActionForm
Beanと、Beanにデータを設定するためのデータ・ソース(MBeanなど)を関連付けます。「ActionFormと行Beanのハンドル」を参照してください。
Oracle JSPタグを使用して管理コンソールに表を表示する場合は、2つのフォームBeanを作成する必要があります。1つは表内の行を表すBean (行Bean)、もう1つは行Beanの集合を含むBean (表Bean)です。行Beanの各プロパティは表の列として表示されます。たとえば、図7-2では、各行Beanインスタンスにname
, state
, health
、およびlistenPort
プロパティが含まれています。
行Beanを作成するには、各プロパティを定義する具象Java Beanを作成する必要があります。Struts DynaActionForm
Beanを使用して、Struts構成ファイルで宣言されているプロパティを動的に格納することはできません。
表Beanを作成する場合は、Strutsがサポートするいずれかの方法を使用して、フォームBeanを作成してデータを設定できます。どの方法を選択する場合でも、表Beanには以下のプロパティを含める必要があります。
content
。java.util.Collection
型でなければなりません。 これは行Beanを格納するために使用する必要のあるプロパティです。
handle
。com.bea.console.handles.Handle
型、またはユーザーが作成するカスタムHandle
クラス。 ポータル・フレームワークでは、フォームBeanと表Beanでこのプロパティを宣言することを求めていますが、表Beanの場合、このプロパティの有用性は限られています。通常、表Beanは行Beanの単なる集合です。行Beanは基底のデータ・ソースを公開しますが、表Beanでは公開されません。どのAction
クラスが表Beanにデータを設定したかを追跡する必要がない限り、表Beanのこのプロパティの値を設定する必要はありません(ただし、宣言する必要はあります)。「ActionFormと行Beanのハンドル」を参照してください。
チェック・ボックスの列を含むように表を構成する場合は(選択された表の行Beanに対してStruts Action
を呼び出すことができる)、表Beanに次のプロパティを含める必要があります。
chosenContents
。プリミティブ型の配列またはcom.bea.console.handles.Handle
の配列。表内のチェック・ボックスの扱い方については、「表へのボタンとチェック・ボックスの追加」を参照してください。 ActionForm
Beanまたは行Beanのインスタンスをユニークに識別して、Beanと基底のデータ・ソースの相関関係を確立するには、Handle
オブジェクトを作成、使用できます。Handle
オブジェクトはcom.bea.console.handles.Handle
インタフェースを実装するJavaオブジェクトです。
Apache Strutsコントローラ・サーブレットはHttpServletRequest
オブジェクトにHandle
オブジェクトを格納して、Struts Action、Beehiveページ・フロー、またはJSPで使用できるようにします。
管理コンソールは、表JSP内の行(図7-2を参照)を対応する構成JSPにリンクするときにHandle
オブジェクトを使用します。たとえば、Server-0という名前のServerMBean
インタフェースの場合、管理コンソールはServer-0 MBeanのデータを行Beanに設定します。管理コンソールはServer-0のJMXオブジェクト名を新しいHandle
オブジェクト(com.bea.console.handles.JMXHandle
型)に渡して、行Beanのhandle
プロパティの値としてHandle
オブジェクトを設定します(図7-3を参照)。ユーザーが表JSP内のリンクをクリックすると、Strutsコントローラは行Beanのhandle
プロパティを確認し、handle
値を使用してどのサーバー・インスタンスが選択されたのかを判断して、選択されたサーバーの構成ページを表示します。
ActionForm
Beanまたは行Beanの基底のデータ・ソースがMBeanである場合は、com.bea.console.handles.JMXHandle
オブジェクトを使用できます。管理コンソールAPIリファレンスのJMXHandleを参照してください。
Beanの基底のデータ・ソースがMBeanでない場合は、com.bea.console.handles.Handle
インタフェースを実装する独自のJavaクラスを作成できます。管理コンソールAPIリファレンスのハンドルを参照してください。
管理コンソールでは、HTMLフォームや表を表示し、それらにデータを入力するために、Java BeanからデータをロードするJSPタグを使用します。通常、これらのBeanには、Struts Action
がWebLogic Server MBeanからロードしたデータが格納されます。ユーザー入力を送信する場合、JSPタグはStruts Action
に転送します。転送されたほとんどのAction
はWebLogic Server MBeanのデータを更新します。
管理コンソールのJSPタグを使用する場合は、独自のStruts ActionForm
およびAction
を作成する必要があります。
以下の節では、フォームや表で使用するためにJava Bean、Struts Action
およびActionForm
を作成する方法について説明します。
Apache Strutsについては、「The Apache Struts Web Application Framework」(http://struts.apache.org/
)を参照してください。
ビジネス・レイヤーとプレゼンテーション・レイヤーのJSPとの間でデータを渡すためのStruts情報を作成するには、次の手順に従います。
org.apache.struts.action.Action
クラスを作成します。 ユーザー入力が可能なフォームの場合は、ユーザーがフォームからポストするデータを処理するために別のAction
クラスを作成します。
「フォーム・データを処理するためのStruts Actionクラスの作成」を参照してください。
Action
クラスがデータを設定して使用するフォームBeanの名前とプロパティを宣言します。 ユーザー入力が可能なフォームの場合は、同じフォームBeanを使用して、フォームにデータを設定したり、データを処理するAction
クラスにユーザー入力を返したりできます。
Action
クラスを呼び出す際に使用するAction
マッピングを作成します。 ユーザー入力が可能なフォームの場合は、ユーザーがフォームを送信したときにStrutsコントローラが使用する別のAction
マッピングを作成します。
「Struts ActionFormおよびActionマッピングの構成」を参照してください。
フォーム・データを処理するStruts Action
クラスを作成するには、次の手順に従います。
org.apache.struts.action.Action
クラスを作成します。(例7-1を参照)。 StrutsコントローラはAction
クラスに空のActionForm
Beanを渡します。Beanにデータを設定するには、次のメソッドを実装します。
実装では次のことを行います。
ActionForm
BeanをDynaActionForm
Beanとしてキャストします。 <form-bean>
要素で定義した各プロパティ(handle
プロパティを除く)に対してDynaActionForm.set()
メソッドを呼び出します。 たとえば、name
とtotalRx
という2つのプロパティを定義している場合は、次のようになります。
handle
プロパティの値を設定します(「ActionFormと行Beanのハンドル」を参照してください。) たとえば、基底のデータ・ソースがMBeanである場合は、JMXHandle
を使用し、handle
プロパティをMBeanのObjectName
に設定します。
DynaActionForm
Beanを格納します。 form-bean-name
", form); form-bean-name
は 構成ファイルでフォームBeanに対して構成した名前に相当します(「Struts ActionFormおよびActionマッピングの構成」を参照)。
Action
クラスに渡されたActionMapping
オブジェクトのActionMapping.findForward()
メソッドで「success」を返します。 return actionMapping.findForward("success");
Action
クラスを作成します。 ユーザーが(HTMLボタンをクリックして)フォームからデータをポストすると、Strutsコントローラはデータが設定されたActionForm
BeanをAction
クラスに渡します。データを処理するには、次のメソッドを実装します。
実装では次のことを行います。
ActionForm
BeanをDynaActionForm
Beanとしてキャストします。 DynaActionForm.get()
メソッドを呼び出します。 たとえば、name
、totalRx
、およびhandle
というプロパティを処理する場合は、次のようになります。
たとえば、name
およびtotalRx
プロパティがMBeanの属性を表しており、このMBean属性の値を変更する場合は、handle
プロパティを使用してMBeanインスタンスのJMXオブジェクト名を取得し、次にJMX APIを使用してMBean属性にフォームからポストされた値を設定します。
Action
クラスに渡されたActionMapping
オブジェクトのActionMapping.findForward()
メソッドで「success」を返します。 root-dir
/WEB-INF/classes
ディレクトリで始まるパッケージ構造に保存します。 コード・リスト7-1は、カスタムMBeanにアクセスし、そのMBeanを使用してフォームBeanにデータを設定するorg.apache.struts.action.Action
クラスの例です。
例7-1 例: フォームBeanにデータを設定するActionクラス
ActionForm
とAction
マッピングを宣言するStruts構成ファイルを作成するには、次の手順に従います。
構成ファイルをまだ作成していない場合は、root-dir
/WEB-INF
にテキスト・ファイルを作成します(「拡張のディレクトリ・ツリーの作成」を参照)。ファイル名はstruts-auto-config-
module
.xml
.にします。
module
は、Strutsモジュールに付けた名前です。名前の衝突を避けるため、会社名を使用することをお薦めします。デフォルトのStrutsモジュールはOracle ActionおよびActionForm用に予約されているため、独自のStrutsモジュールを作成する必要があります。Strutsモジュールの詳細は、Apache Strutsの『User Guide』(http://struts.apache.org/struts-doc-1.2.x/userGuide/index.html
)を参照してください。
form-bea-name
。DynaActionForm
beanのこのインスタンスに割り当てるユニークな名前です。Action
クラスは、Beanにデータを設定してStrutsコントローラに返すときに、このBean名を参照します。 Beanインスタンスにデータを設定するときに使用するStruts Action
の名前が反映された名前を使用してください。
Action
マッピングを構成するには、Beanをシリアライズして、HTTPリクエストに格納し、そのリクエストをJSPに転送します。コード・リスト7-2の以下の値を置き換えます。 action-name
Action
マッピングに割り当てるユニークな名前です。.portlet
ファイルはこのAction
名を参照します。 custom-Action-class。
フォームBeanにデータを設定するために作成するJavaクラスの完全修飾名です。このクラスの作成方法は手順5で説明します。 form-jsp.jsp。
フォームを表示するために作成するJSPの名前です。「フォームJSPの作成」を参照してください。 <action>
要素を作成して、フォーム・データを処理するために作成するカスタム・クラスを指定します。 この2番目の<action>
要素のform-bean-name
には、フォームに最初にデータを設定した同じフォームBeanを使用できます。処理用にデータのサブセットのみをポストする場合は、同じフォームBeanを使用するかわりに、処理すべきプロパティのみを定義した別のフォームBeanを構成できます。
処理に成功すると、この追加の<action>
要素は、前述の手順で構成したAction
マッピングに転送できます。更新後のデータでJSPが再ロードされます。
例7-2 Struts構成ファイルのテンプレート
WebLogic Server <wl:table>
JSPタグを使用するJSP用のJava行Bean、Struts Action
、およびActionForm
を作成するには:
Java beanをコンパイルして、root-dir
/WEB-INF/classes
ディレクトリで始まるパッケージ構造に保存します。
構成ファイルをまだ作成していない場合は、root-dir
/WEB-INF
にテキスト・ファイルを作成します(「拡張のディレクトリ・ツリーの作成」を参照)。ファイル名はstruts-auto-config-
module
.xml
にします。
module
は、Strutsモジュールに付けた名前です。名前の衝突を避けるため、会社名を使用することをお薦めします。デフォルトのStrutsモジュールはOracle ActionおよびActionForm用に予約されているため、独自のStrutsモジュールを作成する必要があります。Strutsモジュールの詳細は、Apache Strutsの『User Guide』(http://struts.apache.org/userGuide/index.html
)を参照してください。
form-bea-name
。DynaActionForm
beanのこのインスタンスに割り当てるユニークな名前です。Action
クラスは、Beanにデータを設定してStrutsコントローラに返すときに、このBean名を参照します。
Beanインスタンスにデータを設定するときに使用するStruts Action
の名前が反映された名前を使用してください。
このプロパティには、Action
クラスがインスタンス化してデータを設定する行Beanの集合が含まれています。
Action
マッピングを構成するには、Beanをシリアライズして、HTTPリクエストに格納し、そのリクエストをJSPに転送します。コード・リスト7-2の以下の値を置き換えます。 action-name
Action
マッピングに割り当てるユニークな名前です。.portlet
ファイルはこのAction
名を参照します。 custom-Action-class
行Beanと表beanにデータを設定するために作成するJavaクラスの完全修飾名です。このクラスの作成方法は手順5で説明します。 form-jsp.jsp
表を表示するために作成するJSPの名前です。「フォームJSPの作成」を参照してください。 org.apache.struts.action.Action
クラスを作成します。(コード・リスト7-3を参照)。 Beanにデータを設定するには、次のメソッドを実装します。
実装では次のことを行います。
ArrayList
に割り当てます。 ActionForm
Bean (表Bean)をDynaActionForm
Beanとしてキャストします。 ArrayList
を格納するように、表Beanのcontent
プロパティを設定します。 table-bean-name
はStruts構成ファイルで表beanに対して構成した名前です(コード・リスト7-2を参照)。
Action
クラスに渡されたActionMapping
オブジェクトのActionMapping.findForward()
メソッドで「success」を返します。 return actionMapping.findForward("success");
Action
クラスをコンパイルして、root-dir
/WEB-INF/classes
ディレクトリで始まるパッケージ構造に保存します。 コード・リスト7-3例:行Beanと表Beanにデータを設定するActionクラス
管理コンソールJSP内のほとんどのポートレットは、tableBaseLayout_netui
およびconfigBaseLayout_netui
テンプレートをベースにしています。
以下の節では、これらのテンプレートを使用してJSPを作成する方法について説明します。
表7-2では、管理コンソール拡張で使用できるJSPテンプレートについて説明します。すべてのテンプレートは、管理コンソールのWEB-INF
ディレクトリ内にある/layouts
ディレクトリに格納されています。テンプレートの詳細は、JSPファイルを開き、ファイルの先頭にあるコメントを読みます。
テンプレートがニーズに合わない場合は、独自のテンプレートを作成し、JSP内に直接コンテンツを構造化できます。
表7-2 管理コンソールのJSPテンプレート
テンプレート | 用途 |
---|---|
assistantBaseLayout_netui.jsp | コンソール内のすべての標準アシスタントJSP。 |
assistantFormAndTableLayout_netui.jsp | 表を含むコンソール内のすべての標準アシスタントJSP。 |
configBaseLayout_netui.jsp | コンソール内のすべての標準構成フォームJSP。 |
configBaseLayoutNoTransact.jsp | コンソール内のすべての非トランザクション構成フォームJSP。 |
configBaseLayoutWithButtons_netui.jsp | ボタン・バーに追加のボタンがあるコンソール内のすべての標準構成フォームJSP。 |
configIntroLayout_netui.jsp | テキストのみがある単純なページ。 |
configNoFieldsLayout_netui.jsp | すべての情報があるページ。 |
configNoTransactAndTables_netui.jsp | 表を4つまでおよび非トランザクションの構成を含むページ。 |
filterAndTableLayout_netui.jsp | 上にフィルタがある表を含むすべてのページ。 |
formAndTableLayout_netui.jsp | 表も含む構成フォームJSP。 |
formWithButtonsLayout_netui.jsp | ボタン・バーがあるフォーム・ページ。ただし、このフォーム・ページは、構成マネージャのロック処理に一切参加しません。 |
fourTablesLayout_netui.jsp | 4つ の表があるすべての表ページ。 |
standalone_layout.jsp | スタンドアロン・ページつまり、コンソールPortal外部のページ |
summarypage.jsp | すべての概要ページ |
tableBaseLayout_netui.jsp | 管理コンソールでは、単一の表を表示するすべてのJSPでこのテンプレートを使用します。 |
tableBaseMonitoringLayout.jsp | 表更新機能を含むすべての単一の表のページ |
tablePreferencesLayout.jsp | 非推奨。 |
threeTablesLayout_netui.jsp | 3つの表があるすべての表ページ |
twoTablesLayout_netui.jsp | 2つの表があるすべての表ページ |
twoTablesWithButtonsLayout.jsp | 2つの表とボタン・バーがあるページ |
フォームJSPを作成する前に、ビジネス・レイヤーとJSPの間でデータを渡すStruts情報を作成します。「フォームJSPのStruts情報の作成:主な手順」を参照してください。
フォームJSPを作成するには(コード・リスト7-4を参照):
root-dir
/jsp
を作成します。root-dir
は開発用のディレクトリです。詳細は、第3章「開発環境の設定」を参照してください。 <%@ taglib uri="/WEB-INF/console-html.tld" prefix="wl-extension" %>
<%@ taglib uri="http://struts.apache.org/tags-html" prefix="html" %>
<%@ taglib uri="http://java.sun.com/jsp/jstl/fmt" prefix="fmt" %>
<%@ taglib uri="http://beehive.apache.org/netui/tags-template-1.0" prefix="beehive-template" %>
これらのタグ・ライブラリについては、「JSPタグ・ライブラリ」を参照してください。
<fmt:message>
タグを使用して表示する予定がある場合は、<fmt:setBundle/>
を使用してメッセージ・バンドルの名前を指定します。 この<fmt:setBundle/>
タグを使用すると、一度バンドル名を指定すれば、変数を使用して<fmt:message>
タグからこの値を参照できます。
このタグはまだ閉じないでください。フォームJSPの他のJSPタグは、すべてのこのテンプレート・タグ内にネストします。
注意:
|
<beehive-template:section name="configAreaIntroduction">
タグを作成します。このタグの中に、フォームの概要を説明する文章を入力します。この説明は、フォームの上に表示されます。 <beehive-template:section name="form">
このタグはまだ閉じないでください。
<wl-extension:template name="/WEB-INF/templates/form.xml">
開始タグを作成します。 このテンプレートは、管理コンソールの構成ページ(たとえば「ドメイン:構成:全般」)と調和するフォームを作成します。
このテンプレートでは、フォームを送信するボタンも生成されます。
<wl-extension:form>
開始タグを作成し、以下の属性の値を指定します。 action
。(オプション)フォームがユーザー入力を受け付ける場合は、ユーザーがこのフォームを送信するときに呼び出されるStruts Action
のパスを指定します。Action
のパスを定義するStrutsモジュールは、リクエスト内で指定されます。 bundle
。(オプション)列の見出しのローカライズ名を含むメッセージ・バンドルの名前を指定します。 readOnly
。(オプション)このフォームを読取り専用にする(たとえば、読取り専用のモニター・データを表示する)場合は「true」を指定します。 <wl-extension>
タグを作成します(『WebLogic Server JSP Tags Reference』を参照)。 <wl-extension:checkbox>
<wl-extension:chooser-tag>
<wl-extension:hidden>
<wl-extension:password>
<wl-extension:radio>
<wl-extension:select>
<wl-extension:text>
<wl-extension:text-area>
これらのタグのかわりに、<wl-extension:reflecting-fields>
タグを使用することもできます。このタグは、フォームBean内の各プロパティについてHTML入力タグを生成します。たとえば、java.lang.String
を保持するBeanプロパティの場合はテキスト・コントロールが生成され、ブール型のプロパティの場合はチェック・ボックスが生成されます。このタグでは、リクエストにおいてJSPに渡されるデフォルトのフォームBeanを使用します。
<wl-extension>
タグ内にsinglechange="false"
属性を指定してください。 この属性を使用すると、ユーザーはWebLogic Serverの編集セッションを開始せずにフォーム・データをポストできます。
<wl-extension>
タグにinlineHelpId
属性を含めます。 <wl-extension:form>
タグ、<beehive-template:section>
タグ、および<beehive-template:template>
タグを閉じます。 例7-4 例: 単純なフォームJSP
表JSPを作成する前に、ビジネス・レイヤーとJSPの間でデータを渡すStruts情報を作成します。「表JSPのStruts情報の作成」を参照してください。
リソースをモニターするための表JSPを作成するには(例7-5を参照):
root-dir
/ext_jsp
を作成します。root-dir
は開発用のディレクトリです。 注意:
|
詳細は、第3章「開発環境の設定」を参照してください。
これらのタグ・ライブラリについては、「JSPタグ・ライブラリ」を参照してください。
<fmt:message>
タグを使用して表示する予定がある場合は、<fmt:setBundle/>
を使用してメッセージ・バンドルの名前を指定します。 この<fmt:setBundle/>
タグを使用すると、一度バンドル名を指定すれば、変数を使用して<fmt:message>
タグからこの値を参照できます。
このタグはまだ閉じないでください。表JSPの他のJSPタグは、すべてのこのテンプレート・タグ内にネストします。
<beehive-template:section name="configAreaIntroduction">
タグを作成します。このタグの中に、表の概要を説明する文章を入力します。この説明は、表の上に表示されます。 <beehive-template:section name="table">
このタグはまだ閉じないでください。
<wl-extensions:table>
開始タグを作成し、少なくとも以下の属性の値を指定します。 name
。この表用に構成したフォームBeanの名前を指定します。 property
。行Beanを格納するフォームBeanプロパティの名前を指定します。 bundle
。(オプション)列の見出しのローカライズ名を含むメッセージ・バンドルの名前を指定します。 captionEnabled
。(オプション)表の上にタイトルを表示する場合は「true」を指定します。 captionEnabled
属性に「true」を指定した場合は、<wl-extension:caption>
タグを作成します。このタグの中に、表のタイトルを入力します。 <wl-extension:column>
タグを作成し、以下の属性の値を指定します。 property
。行Beanプロパティの名前を指定します。 label
。列の見出しを表示するメッセージ・バンドルのキーを指定します。 <wl-extension:table>
タグ、<beehive-template:section>
タグ、および<beehive-template:template>
タグを閉じます。 例7-5 例: モニター用の表JSP
表JSPでは、各行から構成ページまたは他の関連ページへのリンクを提供できます。リンクのメカニズムではHandle
オブジェクトを使用して、特定の表の行に関連しているページを判断します(「ActionFormと行Beanのハンドル」を参照してください)。
以下のいずれかのJSPタグを使用して、表からリンクさせることができます。
<wl:column-link>
。リンク先のページとポートレット・インスタンスのラベルを指定する必要があります。ハンドルによって、ポートレットは選択された特定の行に関連するデータを表示します。 <wl:column-dispatch>
。メタデータを使用して、表示するページとポートレットを決定します。ページとポートレットのラベルを指定するかわりに、ページ宣言にメタデータ・タグを追加し、メタデータ値を<wl:column-dispatch>
タグに指定します。メタデータを使用すると、リンクを損わずにページ・ラベルを変更することができます。ハンドルも使用され、ページ内のポートレットは選択された特定の行に関連するデータを表示します。 この章では、ナビゲーション用の表の列の作成方法について説明します。
handle
プロパティを作成してデータを設定するには、次の手順に従います。
com.bea.console.handles.Handle
でhandle
という名前のプロパティを追加します。 Action
クラス内で、handle
プロパティの値を設定します。 行BeanにMBeanのデータを設定する場合は、そのMBeanのJMX ObjectName
を格納するcom.bea.console.handles.JMXHandle
オブジェクトを作成します。次に、JMXHandle
オブジェクトをhandle
プロパティの値として設定します。
その他の種類のデータ・ソースのデータを行Beanに設定する場合は、ObjectName
ではなくコンストラクタにString
を渡すことで、JMXHandle
オブジェクトを作成できます。String
にはType=
identifier
という文字シーケンスを含める必要があります。identifier
は分かりやすいものにします。
Handle
オブジェクトを作成して設定することもできます。管理コンソールAPIリファレンスのハンドルを参照してください。
Action
クラスを再コンパイルします。 <wl:column-link>
タグを使用するには、次の手順に従います。
render
タグ・ライブラリを表JSPにインポートします。 Oracleはこのタグ・ライブラリを実行時環境で提供しています。
<wl:table>
タグ内に次の属性を追加します。 <wl:column>
タグの中に、<wl:column-link>
JSPタグをネストします。 説明:
portlet-instanceLabel。
リンク先のポートレット・インスタンスのラベルです。 ラベルは<netuix:portletInstance>
要素のinstanceLabel
属性で定義されています。この要素はポートレットが含まれるページの.book
ファイルにあります。
page-definitionLabel。
リンク先のポートレット・インスタンスが含まれているページのユニークなラベルです。 ラベルは<netuix:page>
要素のdefinitionLabel
属性で定義されています。この要素はページの.book
ファイルにあります。
例:
注意:
|
<wl:column-dispatch>
タグを使用するには、次の手順に従います。
.book
ファイルで、そのページの<netuix:page>
要素を見つけて、以下の要素をネストします。 説明:
perspective-name。
分かりやすい名前を指定します。この値は、<wl:column-dispatch>
タグのperspective
属性で指定する値と一致する必要があります。たとえば、myCompany-configuration-page
と指定します。 ObjectType-value
。行Beanの Handle
オブジェクトのObjectType
プロパティの値。管理コンソールAPIリファレンスのHandle.getObjectType()を参照してください。 たとえば、行BeanにMBeanのデータを設定するとします。MBeanのObjectName
を使用してJMXHandle
オブジェクトを作成し、そのオブジェクトを行Beanのhandle
プロパティの値として設定します。MBeanのObjectName
が「com.mycompany:Name=myApp1,Type=myAppMBean」
である場合、JMXHandle.ObjectType
の値はmyAppMBean
になります。
例:
<wl:table>
タグ内に次の属性を追加します。 checkBoxValue="handle"
<wl:column>
タグの中に、<wl:column-dispatch>
JSPタグをネストします。 <wl:column-dispatch perspective
="perspective-name"/>説明:
perspective-name
。.book
ファイルで指定したperspective-name
値に一致します。 例:
<wl:table>
タグを使用して作成する表には、単独で、またはチェック・ボックスやラジオ・ボタンの列と組み合せて、ボタンを使用できます。
単独で使用する場合、ボタンはページUIコントロールへの転送を行えます。たとえば、WebLogic Serverの「サーバー」表では(図7-2を参照)、ユーザーが「新規作成」ボタンをクリックすると、「新しいサーバーの作成」アシスタントが開きます。
チェック・ボックスと組み合せて使用する場合、ボタンは1つまたは複数の表の行のためにデータを処理できます。たとえば、表内の各行が、アプリケーションのモニター・データを提供するカスタムMBeanのインスタンスを表す場合、1つまたは複数の行のチェック・ボックスを選択してボタンをクリックすると、対応するMBeanインスタンスの値がリセットされるようにすることができます。
以下の節では、チェック・ボックスとボタンを表に追加する方法について説明します。
表にボタンを追加するには、次の手順に従います。
<wl-extension:table>
タグに以下の属性を追加します。 controlsenabled
属性を使用すると、表にボタンを表示できるようになります。singlechange
属性は、ユーザーがドメインの構成をロックせずにボタンをクリックできるようにします(WebLogic Server JSPタグ・リファレンスを参照。)
<wl-extension:table>
開始タグの直後に、以下のタグを追加します。 説明:
button-label
。ボタン上に表示するテキスト、または、JSPの<fmt:setBundle>
要素で宣言されたバンドルで定義されているプロパティの名前です。 page-definitionLabel
。転送先のポートレット・インスタンスが含まれているページのユニークなラベルです。 ラベルは<netuix:page>
要素のdefinitionLabel
属性で定義されています。この要素はページの.book
ファイルにあります。
たとえば、サーバー表ページにリンクするには、次のように指定します。
1つまたは複数の表の行のデータを処理するには、チェック・ボックスと、HTTPリクエストにデータをポストするためのボタンを使用します。ポストされたデータを取得して処理できるStruts Action
またはページ・フローを作成する必要もあります。
ActionForm
Beanの定義にchosenContents
というプロパティを追加します。 このプロパティのデータ型はプリミティブ型の配列かcom.bea.console.handles.Handle
の配列にする必要があります。
<wls:table>
タグでは、ユーザーが表を送信するときに、選択された各チェック・ボックスごとに1つの要素をこの配列に追加します。
例:
<wl-extension:table>
タグに以下の属性を追加します。 property-name
は行Beanのプロパティの名前です。このプロパティのデータ型は、chosenContents
プロパティに対して宣言したデータ型と一致する必要があります。
<wl:table>
タグでは、この行Beanの値を、表BeanのchosenContents
プロパティの配列に追加します。
ラジオ・ボタン(ユーザーは1つの行のみを選択できる)を表示する場合は、次の属性を追加します。
<wl-extension:table>
開始タグの直後に、以下のタグを追加します。 説明:
button-label
。ボタン上に表示するテキスト、または、JSPの<fmt:setBundle>
要素で宣言されたバンドルで定義されているプロパティの名前です。
portlet-instanceLabel
。ユーザーがボタンをクリックしたときに起動するStruts ActionまたはBeehiveページ・フローを含むポートレット・インスタンスのラベルです。ラベルは<netuix:portletInstance>
要素のinstanceLabel
属性で定義されています。この要素はポートレットが含まれるページの.book
ファイルにあります。
Action
またはページ・フローをすぐに起動するかわりに、JSPを含むポートレットを指定することができます。JSPでは、Action
またはページ・フローを起動する前に、ユーザーに確認を求めることができます。
page-definitionLabel
。転送先のポートレット・インスタンスが含まれているページのユニークなラベルです。
ラベルは<netuix:page>
要素のdefinitionLabel
属性で定義されています。この要素はページの.book
ファイルにあります。
Action
を作成するには: Action
に転送するポートレットを作成します。ポートレットのinstanceLabel
が手順1cで指定した値と一致するようにしてください。 例:
ポートレットの作成の詳細は、「ポートレットの定義」を参照してください。
chosenContents
というプロパティを含むActionForm
Beanを定義します。このプロパティのデータ型は、手順1aで指定したデータ型と同じにする必要があります。 例:
ActionForm
Beanのデータを、処理を行うJavaクラスに送信するStruts Actionマッピングを定義します。 例:
以下の手順では、表の行と基底のMBeanデータ・ソースを関連付けて、そのMBeanの属性の値を消去する表について説明します。
<wl-extension:table>
タグを構成します。ある行のチェック・ボックスをユーザーが選択すると、その行Beanのhandle
プロパティの値がリクエスト・オブジェクトにポストされることを指定します。 行Beanのhandle
プロパティはJMXHandle
オブジェクトを格納します。このオブジェクトには、その行にデータが入力されたMBeanインスタンスのObjectName
が含まれています。
JMXHandle
オブジェクトを、表BeanのchosenContents
プロパティ内の配列に追加します。次に、表Beanをポストします(図7-4を参照。) ActionForm
Bean)をシリアライズして、シリアライズしたBeanをHTTPリクエスト・オブジェクトに書き込みます。次に、そのリクエストを指定されたポートレットに転送します。 Action
マッピングを起動します。Actionマッピングは次のことを行います。 ActionForm
Beanを作成して、HTTPリクエストのデータをそのBeanに設定します。 Action
クラスを呼び出して、ActionForm
Beanをそのクラスで使用できるようにします。 Action
クラスはフォームBeanのchosenContents
配列(JMXHandle
のインスタンスが格納されている)を反復処理します。配列内の要素ごとにクラスは、次のことを行います。 JMXHandle
オブジェクトに暗号化されたMBean ObjectName
を取得します。 MBeanServer
を使用します。 MBeanServer
を使用して、属性値を消去するMBean操作を呼び出します。 Action
マッピングはJSPに転送します。 <wl:table>
タグに属性を1つ追加すると、表に表示される表の列をユーザーが構成できるようになります。管理コンソールでは、各ユーザーのプリファレンスや、表を表示するポートレットの各インスタンスのプリファレンスを永続化します。複数のポートレット・インスタンスで1つの表を再利用する場合、各ユーザーは各ポートレット・インスタンスの表ごとに異なるプリファレンスを設定できます。
表に表示される表の列のセットをユーザーが構成できるようにするには、<wl:table>
タグにcustomize="true"
という属性を追加します。
例:
管理コンソールがこの表を含むJSPを表示する場合、表タイトルの上に「この表のカスタマイズ」リンクが表示されます。このリンクがある場合、表JSPは選択コントロールと「適用」または「リセット」ボタンを含むセクションを表示します。
ポートレットをデスクトップに直接追加することもできますが、ポートレットをContentBook
内のタブやサブタブとして表示する場合は、それを格納するブックまたはページを定義する必要があります。また、netuix-extension.xml
ファイルを作成する必要もあります。このファイルは、ポートレット、ブック、およびページの位置を指定し、拡張のデプロイメント記述子として機能します。
第6章「ポートレットとナビゲーション・コントロールの追加」を参照してください。
この章では、コンソール拡張ヘルプの作成方法とそのヘルプを管理コンソールのヘルプ・システムにマージする方法について説明します。管理コンソールのヘルプ・ビューアは、オープン・ソース・ヘルプ・システムであるJavaHelp 2.0の実装を使用するOracle WebLogic Portal Webアプリケーションです。
この章の内容は以下のとおりです。
コンソール拡張ヘルプ・トピックの作成に必要な主な手順は次のとおりです。
JavahelpシステムはJavahelpソフトウェアを使用して作成できます。または、Javahelpを作成するヘルプ作成ツールを使用できます。詳細な手順については、Javahelpのドキュメントまたは作成ツールのドキュメントを参照してください。
JavaHelpの詳細およびJavahelpソフトウェアのダウンロードの詳細は、(http://java.sun.com/javase/technologies/desktop/javahelp/
)で、「JavaHelpシステム」を参照してください。
管理コンソールのヘルプ・システムに必要なファイルは以下のとおりです。これらのファイルをまとめて「ヘルプ・セット」と呼びます。
これらのファイルにはヘルプ・コンテンツがあります。これらのファイルを作成するには、HTMLファイルを作成する任意のエディタを使用できます。
このXMLファイルは、マップ・ファイルの名前と場所、ヘルプ・セットのタイトルなどの情報を含めた拡張ヘルプ・セットを定義します。
コンソール拡張ヘルプ・セットでは、Helpsetファイルの名前は拡張の名前で始める必要があります。たとえば、Joltコンソール拡張Helpsetファイルの名前はjolt.hs。(Joltコンソール拡張は管理コンソールの標準拡張です)。ローカライズされたヘルプ・セットでは、拡張の名前の最後にロケール情報を追加します。たとえば、jolt_en_US.hs。
このXMLファイルはコンテキスト・ヘルプIDをヘルプ・トピックにマップします。
このXMLファイルはヘルプの目次を定義します。
省略可能なファイルは以下のとおりです。
このXMLファイルはヘルプの索引を定義します。
これらのデータベース・ファイルがJavahelpソフトウェアまたはJavahelpを作成するヘルプ作成ツールの使用によって生成されます。
ヘルプ・セットをマージし、ローカライズされたヘルプ・セットを提供するためにはさらに考慮事項があります。詳細は、「拡張ヘルプをマージするためのディレクトリ構造」および「ヘルプ・セットのローカライズ」を参照してください。
拡張ヘルプ・セットが構成され、適切に名前が指定されていれば、コンソール拡張ヘルプ・セットの目次と検索データベースが主要な管理コンソール・ヘルプに自動的にマージされます。拡張ヘルプ・セットは、ヘルプが管理コンソールと同じサーバー・インスタンスにデプロイされるときにのみマージされます。
管理コンソールのヘルプ・セット・ファイルはマージ・タイプをJavahelp AppendMerge
タイプに設定します。そのタイプは、コンソール拡張ヘルプ・セットを主要なコンソール・ヘルプにマージする方法を定義します。
Javahelpのマージの詳細は、「ヘルプ・セットのマージ」(http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html
)を参照してください。WebLogic Serverにヘルプ・セットをマージする方法の詳細は、「ヘルプ・セットをマージする方法」も参照してください。
拡張のヘルプを主要なコンソール・ヘルプにマージするには、ヘルプ・ファイルは次のように構成されていることが必要です。ヘルプ・セット・ファイルを含めたディレクトリの名前はbea-helpsets
でなければなりません。
注意: HTMLトピックのファイルと画像ファイルは、複数のディレクトリおよびサブディレクトリに配置されている場合がありますが、すべては、 |
例:
複数のローカライズされたヘルプ・セットを同時にヘルプに含めることができます。特定ロケールのヘルプ・ファイルを検索するには、ヘルプ・ビューアがjava.util.ResourceBundle
で使用される方法と同じ方法を使用します。ヘルプ・ビューアは拡張のためにbea-helpsets
ディレクトリの下に以下のディレクトリ構造を想定しています。
.hs
.hs
.hs
\
map
.jhm
\
toc
.xml
\
search
\
Search db files...
\
topics
\
HTML topic files...
\
topics
\images\
Graphic files...
(optional)\
map
.jhm
\
toc
.xml
\
my_search
\
Search db files...
\
topics
\
HTML topic files...
\
topics
\images\
Graphic files...
(optional)\
map
.jhm
\
toc
.xml
\
search
\
Search db files...
\
topics
\
HTML topic files
\
topics
\images\
Graphic files...
(optional)たとえば、図8-1を参照してください。
ブラウザで指定したロケールのヘルプ・コンテンツが見つからない場合は、ヘルプ・ビューアによりデフォルトのフォルダのコンテンツが表示されます。
ユーザーがヘルプ・ビューアから初めてヘルプを要求する場合、管理コンソール・ヘルプ・セットが解析され、ヘルプ・セット・オブジェクトが作成されて、捕捉されます。ヘルプ・ビューアが拡張ヘルプ・セットのサーバー拡張フォルダとドメイン拡張フォルダを検索し、それらを管理コンソール・ヘルプ・セットにマージします。コンソールは以下の場所で拡張を探します。
WL_HOME
/server/lib/console-ext
WL_HOME
/server/lib/console-ext/autodeploy
DOMAIN_HOME
/console-ext
ヘルプ・セットが以下のルールに従ってマージされます。
ユーザーが管理コンソールの上部にある「コンテンツ・ヘッダー」メニューのヘルプリンクをクリックして管理コンソールからヘルプを要求します。そのリンクが現在のページのヘルプ・トピックを表示します。
コンソール拡張ページのための状況依存のヘルプを提供するには、
ここで、コンソール拡張の開発者は管理コンソールの左側の「操作ガイド」パネルまたは構成ページやモニター・ページの右側の「詳細」のリンクを提供することはできません。
各Portalページやブックには、ヘルプIDがあり、ページの対象には、ヘルプIDがあります。helpid
またはhelpurlpatterns
を指定する必要があります。
helpid
という名前のmetaタグを使用してヘルプIDとバンドル名を指定することで、ポータル・ページやブックのヘルプ・コンテキストを指定します。ヘルプIDとバンドル名はセミコロン(;)で区切ります。または、ポータルとブックは祖先ページやブックからコンテキストを継承できます。
ヘルプIDには英数字、ハイフン(-)、およびアンダースコア(_)のみが含まれます。その他の文字は拒否され、一般的なエラー・メッセージが表示されます。
ヘルプWebアプリケーションがhelpid
メタ・データからヘルプIDとバンドル名を読み込みます。ページまたはブックがhelpid
を設定しない場合、ヘルプ・アプリケーションがhelpid
を取得するために親ページまたはブックを再帰的に検索します。最も近い親からのhelpid
が使用されます。
管理コンソールの全体的なHomeブックには、コンテキストのhelpid
が見つからない場合、コンソールのデフォルトのヘルプ・ページが表示されることを確認するhelpid
があります。helpid
値をbea.wls.console.pageHelpKey
というJavaScript変数に割り当てます。
コンテンツ・ヘッダーのヘルプリンクをクリックすると、helpid
がヘルプWebアプリケーションに問合せパラメータとして渡されます。ヘルプWebアプリケーションがhelpid
を使用してマッピング(.jhm)ファイルを問合せ、ヘルプ・リソースを返します。
次の例では、Joltコンソール拡張の「JoltConnectionPoolの設定」ページの「構成」>「一般」タブのためにhelpid
を割り当てる方法を示します。この断片はJoltFullFeatures.bookファイルから取得されます。
管理コンソールは、ヘルプを呼び出すための別の方法を提供します。一般的なヘルプURLパターンは、ポータル・ページやブックのhelpurlpattern
メタ・データ・タグを使用して定義できます。パターンの値には、netuix
メタ・タグを使用して任意のページやブックに代入できる変数があります。たとえば、helpurlpattern
メタ・タグの値を次のように設定します。
次に、<netuix:meta>
タグを使用してhelpid
値を指定します。
URLパターンのhelpid
変数はhelpid
メタ・タグに提供されている値と代入されます。
helpurlpattern
は任意のページやブックに指定できます。それを指定しない場合、helpurlpattern
を探すために親ページとブックは再帰的に検索されます。最も近い親からのhelpurlpattern
が使用されます。パターンが見つかった場合、有効なURLに到着するために、現在のページやブックに定義した任意の変数置換値がURLパターンに適用されます。
helpurlpattern
は、拡張ヘルプの別のURLを提供するときの便利な方法です。my_extension
という拡張を考慮してください。ヘルプの要求をWebページに転送する必要があります。my_extension
という拡張がルート・ページやブックにhelpurlpattern
を次のように定義します。
product_name
メタ・タグは置換値を提供できます。
生成されたヘルプ・リンクはhttp://my_web_site.com/my_product/docs/my_extension/index.html
を指します。
ポータル・ページとブックで定義した ヘルプIDをJavahelpマップ(.jhm)ファイルのHTMLヘルプ・トピックのファイルにマップします。たとえば、マップ・ファイルの次の要素がヘルプID domainconfig
を ページ・ディレクトリにあるdomainConfig.htmlトピック・ファイルに関連付けます。
指定したトピック・ファイルへのパスは、マップ・ファイルの場所を基準にしたパスです。マップ・ファイルはlocale
ディレクトリにあります。詳細は、「拡張ヘルプをマージするためのディレクトリ構造」を参照してください。
ルック・アンド・フィール(LAF)を提供し、それをヘルプWebアプリケーションのポータル(console-help.portal
)の対象とすることで、ヘルプWebアプリケーションをリブランディングできます。管理コンソールWebアプリケーションと同じサーバー・インスタンスにデプロイされるときにのみ、拡張LAFがヘルプWebアプリケーションをリブランディングできます。ルック・アンド・フィールの変更の詳細は、第5章「管理コンソールのリブランディング」を参照してください。
ヘルプWebアプリケーションはコンソールと同じサーバー・インスタンスにデプロイされるときにのみ、拡張ヘルプがコンソール・ヘルプにマージされます。ヘルプWebアプリケーションは別のサーバー・インスタンスにデプロイされると、それがマージされません。
同様に、ヘルプWebアプリケーションはコンソールと同じサーバー・インスタンスにデプロイされるときにのみ、ヘルプWebアプリケーションがリブランディングされます。
この章では、ソース・ファイル、コンパイル済JSPファイルおよびJavaクラス・ファイルのディレクトリ・ツリーを作成した後、コンソール拡張をアーカイブおよびデプロイする方法を説明します。コンソールの拡張のディレクトリ・ツリーを作成したら、ディレクトリ・ツリーをWARファイルにアーカイブして、そのWARファイルをWebLogic Serverドメインにコピーします。拡張のディレクトリ・ツリーにおいて作成するファイルとディレクトリについては、「拡張のディレクトリ・ツリーの作成」を参照してください。
コンソール拡張を複数のデプロイ可能なコンポーネントに分割する場合は、拡張のサブセットを含む複数のアーカイブを作成してデプロイできます。各アーカイブには、それぞれの内容を表示するのに必要なクラスとポータル・フレームワーク・ファイルをすべて格納する必要があります。たとえば、拡張で管理コンソールのルック・アンド・フィールを変更し、デスクトップにポートレットを追加する場合は、ルック・アンド・フィール拡張用にアーカイブを1つ作成し、デスクトップにポートレットを追加するのに必要なファイルを含む、もう1つのアーカイブを作成します。
コンソール拡張をアーカイブしてデプロイするには、次の手順に従います。
root-dir
ディレクトリのコンテンツをアーカイブのルートにする必要があります。root-dir
ディレクトリの名前自体がアーカイブに含まれないようにしてください。jar
コマンドを使用してアーカイブを作成する場合は、root-dir
ディレクトリからコマンドを入力します。例:
domain-dir
/console-ext
ディレクトリにコピーします。domain-dir
はドメインのルート・ディレクトリです。 ![]() Copyright © 2001, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. |